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令和４年２月 16 日 一般会計予算決算特別委員会 各部の運営方針説明 

開会 ８時５７分 

 

○議会事務局天野篤史 

 おはようございます。定刻より早いですけど皆さんお揃いになりましたので、

一般会計予算決算特別委員会の方始めたいと思います。互礼持って始めますので

皆さんご起立ください。相互に礼。お願いします。ご着席ください。委員長挨拶

の方お願いいたします。 

○13 番倉部光世委員長 

 皆さん、おはようございます。昨日の本会議に続いて今日は予算決算特別委員

会として各部からの来年度の予算につきまして説明を受けます。私も今日から委

員長の初めてやらせていただきますが、どうぞ皆様、スムーズな進行に御協力を

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議会事務局天野篤史 

 ありがとうございました。ここで市長が見えられているので市長から挨拶の方

お願いいたします。 

○長谷川市長 

 はい。改めまして皆さまおはようございます。大変お忙しい中ありがとうござ

います。今外見ますと富士山が綺麗に見えてるなというふうに思いますけれども

ね。まだここの中にはコロナのウイルスがいっぱいあるかなと思うとなかなかつ

らいなというふうに思っているところです。令和 4 年度の当初予算の概要につき

ましては、昨日の本会議場で、皆様がたにご説明申し上げた通りでございます。

今お話ししました新型コロナウイルス感染症の影響により、この社会の仕組みと

いうのがですね大きく変化する転換期を迎える中、総合計画基本に置きながら新

型コロナウイルス感染症への対応それから、地方創生とデジタル化の推進という

二つの項目に軸足重点を置いて取り組んでいくための予算編成を行いました。限

られた財源を有効に使いですね。持続可能な市政運営を行うべく一丸となって取

り組んでいるところでございます。詳細な審査をいただいて皆様方のご理解を賜

りたいというふうに思います。各所属のですね、部長課長等に対応させていただ

きますのでご審査のほどよろしくお願いいたしたいと思います。よろしくお願い
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いたします。 

○議会事務局天野篤史 

 ありがとうございました。ここで市長は公務がありますので、退席の方されま

す。本日の配付資料ですけれども、議会フォルダーの令和 4 年。一般会計予算決

算特別委員会の中のＲ4.2．16 のフォルダの中に、本日の配付資料配付されてお

りますのでご確認ください。それではこれより先の進行につきましては、委員長

をお願いいたします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。ただいまの出席委員数は 17 人です。菊川市市議会委員会条例第 16 条の

規定による定足数に達しておりますので、一般会計予算決算特別委員会を開会い

たします。それでは、協議に入ります。括弧 1 の議案第 11 号令和 4 年度菊川市一

般会計予算についてを議題とします。2 月 15 日本会議で上程されました一般会計

当初予算の内容についてただいまから説明をお受けしたいと思います。なお、議

員からの質問質疑は説明に対する疑問の範囲とし、事業の内容等は、一般会計予

算決算特別委員会の分科会で行うようにお願いいたします。あと皆様のマイクの

方ですけれども必ずマイクの中心に声が入りますように、気をつけてください。

よろしくお願いします。それでは総務部の予算説明をお願いします。大石総務部

長説明をお願いいたします。 

○大石総務部長 

 はい皆さんおはようございます。総務部長の大石です。総務部の所管課は総務

課、秘書広報課、地域支援課になりますよろしくお願いします。それでは座って

説明させていただきます。お手元の資料ですけれども、ＰＤＦの資料 1 ページ 2

ページが総務部にございます。総務部の令和 4 年度、基本方針でございますが、

そこに三つ掲げております。高い意識の能力を持った職員の育成と組織力の強化。

それから多文化共生の推進。地域公共交通網形成計画に基づいた交通公共交通

サービスの提供と考えてございます。時間もありませんので重点に取り組む施策

事業の説明に移らさせていただきます。まず一番です。定年引上げ制度への対応

でございます。所管は総務課になります。地方公務員の定年年齢を引き上げるた

めの法律の一部改正が令和 3 年に公布されましたこれによりまして令和 5 年度か

ら段階的に毎年、定年年齢が引き上げになります。これにつきましては今後取り
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組みとしまして、令和 4 年度は、役職定年制を導入する範囲や、60 歳を超える職

員の給与水準それから定年引上げにかかわる制度を構築し例規等の改正を行いま

す。また令和 5 年度中に 60 歳になる職員についても、適正な情報提供を心がけて

おります。これをよりまして、必要に応じて、また皆様にお示しをしました職員

の定員管理計画、こちらについても改正が必要であれば 4 年、もしくは令和 5 年

の改正に向けた準備を進めてまいりたいと思います。2 番でございます。職員の

接遇力の向上です。市長が常々申しております。行政は最大のサービス業です。

これまでもお約束 10 カ条等で市民の皆様への対応については、節度を持った対応

をするということで心がけてまいりましたが、今後令和 4 年度におきましては、

気持ちの良い接客で評価の高い地元の民間企業の人材育成に関する連携協定をで

すね結びまして、おもてなしのノウハウ、職員の接遇力の向上、また市役所とし

てのイメージアップを図ってまいりたいと考えております。続きまして、2 ペー

ジの方に移ります。3 番としまして多文化共生施策の推進でございます。所管課

は地域支援課になります。皆さんご存知通り市内にはおよそ 3600 人。総人口の

7.5％の外国人住民の方が生活をしております。皆さんやはりどうしても移動が多

いということで、それぞれの地域に馴染むのに大変ご苦労されております。ただ

しこういった外国籍の方につきましては、貴重な労働力でありますので、この方

たちに生活のしやすい暮らしやすい暮らしに必要な行政サービスなどの提供をし

っかりと行っていく必要があると感じております。このため取り組みとしまして、

多様性を尊重し、誰もが安心して生き生きと暮らせる多文化共生社会の実現を目

指してまいります。今までも外国人窓口等設置し、運用をしており、多数の方に

ご利用いただいております。それに加え、多言語情報の発信を強化をしてまいり

ました。これに加え例を年度は各種制度やルールについて外国人の視点で説明す

るオリエンテーションのような動画を作成し、進めたいと考えております。これ

により、言葉だけでなく見て、感じて、理解ができるような仕組み作りを心がけ

てまいりたいと思います。続きまして 4 番です。市内公共交通利用促進でござい

ます。所管は地域支援課になります。コミュニティバスの利用につきましては、

これまでも、毎年改定を改善を尽くしまして市民が利用しやすいものとなるよう、

路線や時刻の見直しを行い、少しずつですが、利用者が増えているということで

ありましたが、令和 2 年度からコロナの影響によりまして、利用者が減少してお
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ります。多くの方に利用していただくためにさらなる検討が必要と改善が必要と

いうふうに感じております。取り組みとしましては、一般質問にもいただきまし

たが、時刻表冊子の情報を掲載情報の見直しや、デマンド運行の無料乗車体験等

を開催をしまして、さらに情報の提供をと利用者の理解を深めてまいりたいと思

います。また積極的に利用者のですね、ご意見をいただくもしくは事業者の運転

者の意見もしっかり受けとめまして、継続して路線や時刻の見直しを行ってまい

りたいと思います。現在行っております。デマンド運行につきましては、2 年 3

年 4 年と 3 ヶ年の試行期間になります。ですので最終年度に来年度になりますの

で 5 年度以降どうするかということをしっかりと 4 年度中にですね、方向を出し

て進めたいというふうに思っております。これが四つが総務部のを重点事業でご

ざいます。それからすいません。ちょっとお時間をいただきましてお手元の方に

本日資料紙面で、お渡しさせていただきましたが、機構改革のことをこの席でち

ょっとお話をさせていただきたいと思います。昨日、総務課長からご説明をいた

しましたが、令和４年度より新しく営業戦略課を設けます。これにつきましては

真ん中の令和 4 年度見ていただきますと、企画財政部の中に営業戦略課を作りま

す。ですので、企画財政部は元々の企画政策課、財政課、税務課に加え、新たに

一つは加わり 4 課の構成となります。営業戦略課には、一課一係ですが、営業広

報係を設けます。そのため業務の分散ということから今まで総務部にありました。

秘書広報課を廃止をいたします。秘書広報課に所属してありました。秘書業務を

秘書係として総務課に新設をいたします。また、秘書広報課がもちました広報広

聴業務を営業戦略課に移します。また企画政策課の中に企画係がありまして、こ

ちらにありました、移住定住交流推進事業を営業戦略課に移すという形で組織変

更を考えておりますので、この席をお借りしまして説明いたします。説明は以上

です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい説明が終わりました。説明に対する質疑はございますか。はい。9 番。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。2 番の職員の向上というところですけども。取り組み内容として

連携協定を締結し、と書いてあります。一応今予定している企業名はどこなんで

しょう。 
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○13 番倉部光世委員長 

 はい。総務部長。 

○大石総務部長 

 総務部長です。現在、地元企業のたこ満さんを予定をしております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。たこ満は本当の小売業の接客だと思いますけども。やはりビジ

ネスマンとしてはですね今、JAL とか ANA が出向に出ていますけれども、やはり

金融機関などがね。やはり、私とすればいいのではないかと思うんですがその辺

のところは考慮していないんでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 すみません。織部委員。意見に関しましてはここでは行わないようにしていた

だきたいと思います。各事業の細かい内容は分科会の方でお願いしたいと思いま

すが、９番。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。銀行等は考慮しないんでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。大石総務部長。 

○大石総務部長 

 はい。総務部長でございます。地元企業の中に優良企業の方がまず第一におり

まして、今までも何回となく職員に研修等の講師をいただいております。確かに

銀行が視野にないわけではありませんが中でも接客として地元の皆さんに評価の

高い企業をまず第一に選び選ぶ中で取りかかりしていきたいというふうに思って

おります。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。９番。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。2 ページ目いきます。多文化共生施策の推進ということに書かれ

ておりますけれども、やはり外国人を対象としたね具体的なここには出ておりま
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せんけれども、私は AI 化がねもうどうしたってもう避けられないことだと思って

おります。そしてこれにはかなりお金がかかると思うんです。窓口に通訳の方が

1 人いますが、ＡＩへの自動通訳というのがかなり進んできてます。 

○13 番倉部光世委員長 

 織部委員すいません意見は今日はやめてください。全体の大きいことに関して

今日説明のあったことに関しての質疑だけに留めていただいて、細かいことは分

科会の方等でお願いしたいと思います。 

○９番織部光男委員 

 はい。9 番織部です。AI 化のことを考えているんでしょうか。これ書かれてな

いですけども。取り組み内容としているところです。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。大石総務部長。 

○大石総務部長 

 はい。お答えします。これまでも何度も決算等でもご説明してきましたけれど

も、Ｔ4 であるとか、多言語翻訳機であるとか、自動翻訳ですが、AI の活用はす

でに進めておりますので、これについても充実を図ってまいりたいと思います。

以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいでしょうか。そのほか質疑ございますか。よろしいですか。は

い。ないようですので、以上で総務部の説明を終了いたします。ありがとうござ

いました。 

○大石総務部長 

 ありがとうございました。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。それでは、次に危機管理部の予算の説明をお願いいたします。竹内危機

管理部長説明をお願いいたします。 

○大石総務部長 

 委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。竹内危機管理部長。 
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○竹内危機管理部長 

 危機管理部長です。種族するかは危機管理課となります。それでは令和 4 年度

の危機管理部の運営方針案に基づき説明させていただきます。基本方針としまし

ては、最初に自助として、みずからの命はみずから守る。避難所生活は過酷で厳

しい状況下が想定されることから、できるだけ在宅での生活を継続するための家

庭での安全対策の取り組みの支援を進めるとともに、市民の防災知識を意識の向

上を図るための啓発普及を進めてまいります。次に共助としましては、みずから

の地域はみんなで守る。地域における防災組織や避難所運営、組織の活動を支援

し、防災組織の体制の充実を図るとともに、市や関係団体との連携体制の強化に

努めてまいります。次に、公助としましては、市民の生命財産を守る防災力の強

化として、災害時に全市的に必要となる防災器材の整備を備蓄計画に沿って、計

画に進めるとともに、防災力の強化のための、引き続き関係機関との連携体制を

強化を務めてまいります。次に、重点的に取り組む施策事業についてご説明させ

ていただきます。一つ目の自助についてですが、現状と課題ですが、市民の皆さ

んがふだんから災害リスクや避難行動のなどを把握していただき、命は自分で守

るための知識や意識の向上を図る必要があると考えております。そのようなこと

から令和 4 年度の取り組みとしましては、自助として、親子で参加する体験型の

ワークショップなどを開催するほか、マイタイムラインの作成のための出前講座

を行う中で、命は自分で守るための防災知識や意識の向上を図ってまいります。

親子向けのワークショップにつきましては 3 年度から始めております。子供のこ

ろから防災への興味や関心を持っていただき、親御さんに関しても、市のですね、

防災の取り組み状況などをご説明してご理解をいただくために進めております。

これにつきましては、子供さんに参加していただくということで夏休みを利用し

て行っております。ワークショップにつきましては、座学ではなくてわかりやす

く、参加しやすいように、体験型で実施をしております。4 年度の取り組み内容

としましてはパッククッキングとダンボールトイレの作成それから、これは国と

市で作りました。河川防災ステーションを使ってですね、テントをはるなどのア

ウトドアと防災を結び付けたワークショップの実施を計画しております。昨年度

についても、体験型ということで最初はうまくいかない場面がありましたが、親

子で協力していただいて、楽しみながら防災について学んでいただいております。
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また 4 年度においては、新たに乳幼児を持つ親御さんに対象としたワークショッ

プについても取り組んでまいります。パッククッキングや乳幼児の方へのワーク

ショップについては、お母さんの参加を想定しており、こうした事業において、

女性の方に防災を知っていただくことや、次の共助にもあります防災活動への女

性の参画に向けて、きっかけや、防災活動に少しでも関心を持っていただけるよ

うに、考えております。それからマイタイムラインにつきましては、出前講座で

の普及が主でしたが 3 年度においては、コロナの影響において、出前講座が相次

いで中止となりました。このことから、3 年度の後半からは危機管理課の職員が、

例えば地域の会合とかですねそういうとこで少し時間をいただく中で押しかけ的

にタイムラインの説明をさせていただいております。来年度においても、地区の

総会や会合において、こちらからお願いして説明の時間をいただくなど、工夫を

して、1 人でも多くの方にマイタイムラインを作成いただけるよう取り組んでま

いります。次に、二つ目の共助についてですが、現状と課題ですが、大規模災害

に災害時においては、市の力だけでは到底およびません。どうしても市民の皆様

のご協力が必要であります。このことから普段より 11 地区にある地区防災連絡会

や避難所運営委員会等など連携を図り、防災組織体制の充実を図る必要があると

考えております。また、防災組織へ女性の参画についての推進など、お互いに助

け合う共助の必要性の周知や地域の防災力の向上に引き続き取り組む必要がある

と考えております。取り組み内容としましては、避難所運営会とともに感染対策

を踏まえた避難所運営訓練の実施を計画しております。また女性向けの防災講演

会を開催し、地域の防災力の向上を図ってまいりたいと考えております。避難所

での感染対策につきましては、資機材などの配布を行うとともに、避難所でどう

運営していくか、具体的に令和４年度につきましては、学校の体育館をモデルに

して、モデルとして訓練を実施を計画しております。この訓練につきましては、

静岡県、県の方にも協力をしていただいく中でアドバイスをいただきながら実施

をしていきたいと考えております。モデル訓練には各地区の役員の方にも参加し

ていただき、モデル訓練を参考にして、また各地の各地で行われる避難所におい

ての訓練などで実施していただきたいと考えております。それから女性向けの防

災講演会につきましては、防災組織や女性の参画していただくために、まずは防

災に関わる知識などをこの講演会で通じていきたい考えております。それをもっ
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て組織の参加に繋がることができるよう取り組んでまいります。今回計画してい

る講演会の講師につきましては、東日本大震災と熊本地震の二つの大規模災害を

経験された方に講師をお願いしております。この講師につきましては、防災士の

資格を持った方となっております。今後、講演会の内容につきましては詳細を調

整してまいりますがママさん目線で誰でも今すぐできる防災についての講演をお

願いしたいと考えております。それから、次のページの公助の方が移りますが、

三つ目の公助について、現状と課題ですが、コロナ感染症対策については避難所

などの感染症対策が重要であることから、訓練の時に合わせてハードとソフトの

対策を進める必要があると考えております。また、防災資機材や備蓄品の整備に

ついてつきましては、災害時に適切に対応できるよう平素から維持管理を行うこ

とや、災害時に正確な情報を迅速に市民の市民発信できるための茶こちゃんメー

ルなどを活用し、情報伝達の充実に努める必要があると考えております。取り組

み内容としましては新型コロナウイルス対策として、従来の資機材に加え、感染

症対策用の備品を整備を進めるとともに、各避難所や、拠点倉庫、これは地区セ

ンターコミュニティセンセンターとかですね小中学校にある倉庫に対して、備蓄

品がありますので、その資材が非常時に迅速に使用できるよう適切な備蓄や保管

の管理を行ってまいります。今説明しました倉庫のことなんですが、各災害に対

する資材については、非常食、発電機、簡易トイレなどに加えて、今回、この 2

年ぐらい前ですね感染症対策の消毒とか体温計などの備品が追加されていること

から、避難所についてもう一度倉庫の中を整理し使いやすいようになるような今

回は点検等を含めたことを計画しております。避難所運営につきましては避難者

の方にこの資機材を自ら使用していただくことが考えられるため、資機材が効率

よく使用できるか。これが課題となっておりますので、令和 4 年度につきまして

は 47 ヶ所ある倉庫について、備蓄方法や倉庫の中の整理改善に伴い、災害時に備

えた機動力のある保管方法や管理ができるように取り組んでまいりたいと考えて

おります。以上で危機管理部からの運営方針案の説明とさせていただきます。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。説明が終わりました。説明に対する質疑はございますか。はい。10 番西

下委員。 

○10 番西下敦基委員 
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 10 番西下です。二つ聞きたいことあるんですけど自助のところで乳幼児の母向

けのことをやってくっていうのとあと、共助のところでも女性のところでママさ

ん向けてっていうので、言われたんですけど、これ別々のまたものになるのか。

ということと、あと公助のところで正確な情報を発信するという茶こちゃんメー

ルだったんですけど。ｄボタンでテレビでやるっていうのは何か他のここの課は

関係ないのか。それで危機情報を流すんじゃないのか、そこら辺ちょっと確認を

させてください。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。竹内危機管理部長 

○竹内危機管理部長 

 危機管理部長です。先ほど言いました自助と共助のところの講演会は、ワーク

ショップというのは一緒のことになります。すいません乳幼児の関係なんですが、

乳幼児の関係は、すいません。乳幼児のだけ別ですいません。乳幼児の関係は別

で考えてましてこれは食品メーカーの方にちょっとお願いするんですが。我々が

備蓄していく中でも、乳幼児関係っていう例えばミルク等は、おむつ等は用意し

ているんですが、なかなかサイズとかですね飲みものがいろいろ違うもんですか

らその辺をどう備蓄したらいいかとか、いう形の中で、ちょっとメーカーさんに

お願いする中で乳幼児の対応の方をやらせていただきます。共助の方の女性の関

係につきましては、先ほどちょっと申しましたがちょっと別ですいません講演会

を予定しています。それと先ほど公助のところにありましたｄボタンテレビの関

係ですが、これにつきましては予算的には秘書広報課の方で取ってる予算であり

ます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい答弁が終わりました。はい。10 番西下委員。 

○10 番西下敦基委員 

 はい。10 番西下です。ｄボタンについては、防災情報も流せるってそこの連携

するということでよろしいでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。竹内危機管理部長。 

○竹内危機管理部長 
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 今、自治体広報情報サービスっていうのはあるんですが、これ静岡朝日テレビ

のボタンをｄボタンを使ってやるの形になります。その中には自治体のお知らせ

したい情報がいくつかありましてその中に防災情報、例えばですけどうちの方で

発信する必要があるものがあればそこの中で載せさせていただきたいっていうや

り方をとります。ただ、文字数とか何か制限があるってお聞きしてますんで画像

を入れたいとかそういうことはちょっとできないっていうのをちょっとお聞きし

てます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁が終わりました、その他、質疑ございますか。はい。11 番赤堀委員。 

○11 番赤堀博副委員長 

 11 番です。二番目の共助のところで、感染症対策を重点に置いた避難所運営訓

練モデル地区で実施をしたいということですけれども、他の地区の防災連絡員の

役員とか防災連絡会議の役員の人たちの見学とかそういったものを呼んでやって

もらえるのか、ただ、どっかの地区だけをその人たちだけに体験してもらうのか

ちょっとその辺をどうでしょう。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。あんまり細かいことはまた別の機会にお願いしたいんですが、お答えで

きますか。竹内危機管理部長。お答えできる範囲でお願いします。 

○竹内危機管理部長 

 委員長。今、予定しておりますのは 8 月ぐらいの時期にまずはモデル的に訓練

をこれまで県との日程調整がまだできてないもんですから、例えばですけど一つ

の小学校の小学校体育館を使って、そこの避難所の運営の仕方を感染症対策を受

付から順番にやっていくんですが、そういうのをやる訓練に対して地域のが副委

員長が言われた地域の方も一緒に参加していただいて、課題や、いろんなこと洗

い出しながらやります。その後に、12 月に予定されている地域防災訓練と９月も

ありますが、そういう訓練のときに避難所を開くときにそれを各地区に持ち帰っ

てやっていただきますんで。役員の方に今のところ出ていただくような形を想定

してます。以上です。 

○11 番赤堀博副委員長 

 ありがとうございました。 
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○13 番倉部光世委員長 

 はい。16 番。横山委員。 

○16 番横山隆一委員 

 16 番ですが、難しい質問かもしらんけどね。去年この場で危機管理部の重点施

策であるとか、基本方針であるとかとか方針が報告されてね。今回、昨年ちょっ

と比べてみてもちょっとわかりが悪いんですが。去年の基本方針や、あるいは取

り組む。施策である事業。どういう。去年の反省を踏まえて、今年度では令和 4

年度についてどういうふうに変わっていったのかっていうのがよく分からない。

前にタイムラインに何かついても出前行政講座なんか広めるようなことをするっ

ていうことを去年も書いてあったけれども、それが今回出ているわけだけどもそ

れがどういう課題があって、こういった今年度の方針になってるのかっていうの

がね。ちょっとわかりにくいと思うんですよ。ですが大きく変わったものは何か

ということを聞きたいと思うんですけどわかりますか。去年のやつと比べてみれ

ばね、ちょっとわかると思うんですがね。 

○13 番倉部光世委員長 

 答弁を求めます。竹内危機管理部長。 

○竹内危機管理部長 

 危機管理部長です。今横山議員に言われた通りに去年の部長がやった内容は私

も承知してます。その中で例えばですけど自助共助にしても大きく変わってるっ

ていうよりはその後のところでいった反省点が、先ほど参加が出来なかったりと

か、出前講座が出来なかったりとか女性の参画をもっとふやしていかなきゃいけ

ないよねってそういう課題に取り組むために今回またもちろん引き続きの悩みは

それを少しずつちょっと変えて。例えば参加者を増やすために乳幼児があったり

とか、工夫をちょっとさせてもらってますが、大きくこの内容を 3 年度から 4 年

度改定を変えたってことはありません。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいですか。はい。ほかに質疑ございますか。はい。7 番小林委員。 

○7 番小林博文委員 

 7 番小林です。共助の点についてちょっとお聞きいたします。方針の中でも現

状課題の中でもあります。地区防災連絡会、避難所運営委員会、あと各地区の防
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災会、こちらの連携強化というところで触れているんですけども最終的な取り組

み内容のところちょっと出てきてないんですが、これは議会の方の令和 2 年かな

の中でもこの三者の連携っていうのがすごく今必要じゃないかっていうような提

言もさせていただいた記憶があるんですが、この辺について何か取り組み内容と

いうのは考えてやるんでしょう。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。はい。ありがとうございます竹内危機管理部長。 

○竹内危機管理部長 

 危機管理部長です。組織的には、これは地区防災連絡会とか、避難所運営委員

会数年前までは組織もまだできてない地区とかいろいろありました。今、全ての

地区で避難所について出来てますんで。ただやはりどうしても避難所や組織によ

っては活動の内容とかいろいろ違いますねそういうレベルアップはしていかなき

ゃいけないなと思ってます。それと今回一番先ほどもモデル訓練をやりたいよあ

ったのですが感染症対策については地域と連携しながらっていうのはちょっと重

点を置きながらやってらしていただきたいと考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁が終わりました。よろしいですか。そのほか質疑ございます。はい

9 番。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。一番の自助の件ですけれども現状と課題、取り組み内容、こう

いった子どもさん向けっていうか親子向けというか、それはいいんですけども。

市民全体の中の高齢化率がかなり高くなってます老人といいますか、高齢者に対

する現状の課題と取り組み内容というのは一切書かれてないんですけど、この辺

はどのように考えているんでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 答弁を求めます。はい。 

○竹内危機管理部長 

 はい委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 竹内危機管理部長。 
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○竹内危機管理部長 

 はい。織部議員言われたとおり、高齢者といいますか方に対してもですね、例

えばですけど、自助の部分であるんですが、例えば感震ブレーカーであったりと

か、そういう自分の命は守らなきゃいけないよっていう話の中でいろんな形で進

めさせていただいてます。ただそれも出前講座なんか通じてですね、今どっちか

っていうと、高齢者の方が出前講座で、いろんな来ていただけないかっていうの

がありますので、そういうところで、あくまでも自分の命は守ってもらったいよ

ということをマイタイムラインを含めながらやらせていただいております。以上

です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番、 

○8 番横山陽仁委員 

 織部委員。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。この自助と 2 番目の共助というのがですね、密接な関係があっ

て高齢者のね。問題がやはり重要だと思うんですよ。ですからぜひこの高齢者対

策というものを入れていただきたいというのが、私はちょっとこの文面では欠け

てるなと感じましたので、意見として。 

○13 番倉部光世委員長 

 ご意見として。14 番山下委員。 

○14 番山下修委員 

 14 番山下です。市長の施政方針の中で、快適な環境で安心して暮らせるまちへ

の取り組みと、こういった中にですね公助ということがありましてですね。その

中で菊川水系流域治水プロジェクト。ということなので地域の氾濫を防ぐ減らす

ためのハードソフト一体ということはあるんですけれども、これは今ご説明のあ

った公助の中で、この流域治水プロジェクトということも含まれて方針としてあ

るということでよろしいでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 建設課の課担当でしょうか。はい。竹内危機管理部長 

○竹内危機管理部長 
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 危機管理部長です。公助は全般的にお話になってもらえるような治水プロジェ

クトにつきましては、国と県、市でですね進めております。市においても、中で

庁舎内の組織を作りましたんでそれでまず公的なことになるができるか。市民の

方にお願いしないといけない部分もいろいろありますんで、そういうのをやって

ます。この公助の中でいろんなことは検討してまいりたいと考えております。以

上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 答弁が終わりました。14 番。 

○14 番山下修委員 

 危機管理部もかかわっているということでよろしいです。 

○竹内危機管理部長 

 委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。竹内危機管理部長。 

○竹内危機管理部長 

 治水プロジェクトの事務局が危機管理課になっております。 

○14 番山下修委員 

 はい。わかりました。結構です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。お時間の方が来ておりますが以上でよろしいでしょうか。はい。それで

は危機管理部の説明を終了いたします。ありがとうございました。はい。それで

は、次に企画財政部の予算説明をお願いします。佐藤企画財政部長説明をお願い

いたします。はい。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 はい。企画財政部でございます。それではお手元の令和４年度企画財政部運営

方針案によりましてご説明を申し上げます。なお昨日の施政方針にもございまし

た通り、4 月から新たに営業戦略課が企画財政部内に新設をされるため当部の所

管が 3 課から 4 課に増えておりますことをまずご承知おきを願いたいと思います。

それでは上段の基本方針をご覧ください。上記の通り 5 点を掲げております。一

点目が総合計画とまちひとしごと創生総合戦略の着実な推進、2 点目が、デジタ
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ル化の推進による市民の皆様の利便性向上と業務の効率化、3 点目が、シティー

プロモーションを意識したタイムリーで効果的な情報発信。4 点目が、行政経営

システムを活用した持続可能な行財政運営。そして 5 点目が、公平公正な税の賦

課徴収等収入率の向上でございます。それでは重点的に取り組む施策事業につい

てご説明いたします。一点目が、第 2 次菊川市総合計画および第二期菊川市ま

ち・人・仕事創生総合戦略の推進です。企画政策課の取り組みとなります。現状

と課題です。市の最上位計画である第 2 次総合計画につきましては、令和 3 年度

重点事業の見直しを行い、以下の 3 点を重点プロジェクトに据えました。一つ目

が、第二期菊川市まちひとしごと創生総合戦略の推進、二つ目が、住みたいまち

の実現。三つ目がポストコロナ社会の対応でございます。この重点プロジェクト

と、これに紐付きます 59 の重点事業を総合計画審議会において決定をいただいた

ところでございます。令和４年度におきましては、これに基づく総合計画第６次

実行計画を着実に推進し、総合戦略に掲げた 2025 年の目標人口 4 万 5000 人を達

成するための取り組みを進めることが求められています。次に取り組み内容でご

ざいます。総合計画の進捗管理につきましては、５つの柱ごとに位置づけられま

した政策施策ごとに行政経営システムを活用した評価を行い、まちひとしごと創

生総合戦略の進捗状況とあわせ、学識経験者や市民代表、企業や各種団体の方々

で構成をされます総合計画審議会で進捗状況をご報告するとともに、ホームペー

ジで市民の皆様に公表をしております。令和４年度でもこうした取り組みを継続

するとともに、行政経営システムを活用した評価の精度を高めてまいりたいと考

えております。次に 2 点目でございます。菊川市デジタルトランスフォーメーシ

ョン推進方針に基づくデジタル化の推進です。これも企画政策課の取り組みでご

ざいます。現状と課題です。近年のコロナ禍において、図らずも行政のデジタル

化への遅れが課題として浮き彫りになりました。国はデジタル技術やＡＩ、デー

タを活用した住民の利便性向上と業務の効率化を図ることを目的とする目的とし

た自治体ＤＸ推進計画を令和２年 12 月に策定。令和 3 年 7 月には、自治体ＤＸ推

進手順書を公表いたしました。これを受けまして、このほど本市においても、菊

川市ＤＸ推進方針を策定いたしましたので、この方針に基づきまして、国が重点

事項として定めます 6 項目。１．自治体情報システムの標準化共通化。２．マイ

ナンバーカードの普及促進。３．行政手続のオンライン化。４．ＡＩ、ＲＰＡの
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活用５．テレワークの推進。６．セキュリティ対策の徹底を進めていくことが求

められています。次に取り組み内容でございます。マイナンバーカードを取得し

たオンライン申請の普及を促進するためには、市民の皆様にマイナンバーカード

を取得していただくことが前提でございます。本市におきます 1 月末現在のマイ

ナンバーカードの交付率でございますが、43．16％となってございます。この取

得をですねさらに進めるため、国のマイナポイント事業における予約申し込みを

支援してまいります。また、新たに申請管理システムを導入しまして、マイナン

バーカードによるオンライン申請と庁内情報システムを連携させてまいります。

あわせまして、AI、ＲＰＡを活用して新たな業務について検討し、庁内の業務効

率化を図ってまいります。3 点目がシティープロモーションの強化です。これが

新設されます営業戦略課の取り組みとなります。現状と課題です。新型コロナウ

イルス感染症の拡大により、テレワークが社会に浸透するなど、働き方が多様化

する中、都市部から地方への暮らしに関心が高まっております。こうした状況を

裏付けるデータとして内閣府が昨年 11 月に公表におきまして、東京圏に住む 20

代の 44.9％が地方移住に関心があると答えていらっしゃいます。こうした機会を

とらえまして、本市の魅力を多くの方に知っていただき、人を呼び込む取り組み

が求められています。次に取り組み内容でございます。昨日市長が施政方針の中

でも触れました通り、営業戦略課を新設するとともに、マーケティングやプロ

モーション、自治体ＤＸを専門分野とする民間人材を営業戦略アドバイザーとし

てお迎えし、シティプロモーションと移住定住を一体的かつ戦略的に進めてまい

ります。また、日々のＳＮＳやテレビのデータ放送を活用しました自治体広報情

報サービスなどによりまして、市内外に本市の魅力を発信するとともに、移住定

住希望者等に訴求するためのコンテンツ、地域資源を発掘整理をしまして、それ

らを活用したモニターツアーを実施してまいります。4 点目です。行政経営シス

テムを活用した持続可能な行財政運営の推進です。これは財政課と企画政策課の

所管でございます。現状と課題です。少子高齢化に伴う社会保障関連経費や、公

共施設の老朽化に伴う更新維持補修経費が増加を続ける中、これらの影響による

市税収入の減少等が重なりまして、これまで以上に先見性を持った持続可能な行

財政運営が求められております。このため、令和 2 年度から運用を始めました。

行政経営システム。これは総合計画に掲げます政策施策事業の成果につきまして
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システムを用いて検証評価をしまして、その結果を次年度の予算編成に反映させ

ていく仕組みでございますが、精度や実効性をさらに高めていくことが求められ

ております。次に取り組み内容です。行政経営システムは本年度から本格運用か

ら間もないためですね。毎年度を検証見直しを重ねる中でよりこの評価の実効性

を高めまして、次年度の予算編成に反映させる取り組みを進めてまいります。こ

の行政経営システムの運用は他の自治体に比べ先進的なものであると認識をして

おりますが、成果指標の設定の仕方であるとか、それに対する実績値の捉え方に

よっても政策施策事業の評価も変わって参りますので精度の高い運用がなされる

ように取り組んでまいります。5 点目が、行財政改革から行政経営へ。経営資源

を活用した歳入確保と業務効率化です。これは財政課の所管の取り組みとなりま

す。現状と課題です。本市は合併以来経費削減に主眼を置いた行財政改革に取り

組み、一定の成果を上げてまいりました。一例を申し上げますと、職員の削減で

あるとか起債残高の縮減、また指定管理者の導入などが挙げられます。平成 28 年

度からは菊川市 CapDo として実施計画を定めまして、健全な行財政基盤の確立を

図ってまいりました。そうしたなか、これからですね、その取り組みを一歩進め

まして、本市が保有します、人もの金情報といった経営資源を最大限活用し、さ

らなる歳入確保に努めるとともに、行政サービスの一層の効率化を図る行政経営

と転換を図ることが求められております。次に取り組み内容でございます。この

ほど策定しました。菊川市行政経営推進方針 2022 に基づきまして、行政課題達成

プロジェクトとして設定をしました行政課題の解決を図ってまいります。さらな

る歳入確保に向けた取り組みをテーマとして設定し、学識経験者の方のご意見も

いただく中で、スピード感を持って取り組んでまいります。ただしこれまで培っ

てまいりました行財政改革の視点は変わることなく、先ほどご説明しました行政

経営システムによる政策施策事業の評価などに生かしてまいります。最後に 6 点

目が適正な市債権の管理です。これは税務課の取り組みでございます。現状と課

題です。市税を初めとした市の債権につきましては当然に公平中立の観点から、

法令等に基づいた適正な滞納処分や不納欠損などの徴収管理が求められます。市

税の収入率向上に取り組むとともに、税以外の市債権の適正な徴収管理を行う必

要があります。次に取り組み内容でございます。市税につきましては、税目ごと

に徴収率の数値目標を設定し、常に徴収状況の管理を行いながら目標達成を目指
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します。また、税以外の水道料金や介護保険料、市営住宅使用料などを含む 12 の

債権を重点取り組み債権と位置付け、引き続き、関係部署と連携協力し、市民の

皆様の公平な負担のため、未収金の削減に努めてまいります。以上、令和 4 年度

の企画財政部の運営方針案の説明とさせていただきます。なお、同部におきまし

て、令和４年度に新規に策定する策定見直しをする計画は予定はございません。

以上でございます。よろしくお願いします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。説明が終わりました。説明に対する質疑はございますか。はい。4 番渥

美委員。 

○4 番渥美嘉樹委員 

 ４番渥美です。2 点質問なんですけども、3 番の広報シティプロモーションの強

化についてなんですけど。現状と課題を見ると、都市部の人の移住の関心が高ま

っているっていうことが書いてあるのでこれだけ見ると、シティプロモーション

の対象っていうのが都市部の人なのかなっていうのを感じるんですけども。シテ

ィプロモーションっていうのは、誰に対してプロモーションをするのか、その具

体的な対象っていうのが非常に大事だと思うんですけど。その対象についてお伺

いしたいです。2 点目は、4 番なんですけど。これだけ SDGｓのアイコンがないん

ですけど。何でないのかっていうのを伺います。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。 

○佐藤企画財政部長 

 はい委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 佐藤部長お願いします。 

○佐藤企画財政部長 

 はい。企画財政部長でございます。最初のシティープロモーションのターゲッ

トの話でございますが、議員からおっしゃった通りですね私がご紹介申し上げた

のは東京圏の都市圏からの移住のニーズの話でございますが、本市へのですね移

住された方のデータを分析しますと、やはり近年ですと牧之原市さんであるとか

御前崎市さんからの移住が多い。一方で近隣では掛川市さんへの転出が多いであ
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るとか、そういうやっぱりどうしても動きに関しては県外言いますと愛知県との

動きが多かったりとかっていうのはありますので、当然実情は近隣の市町だった

り近隣の県であったり、とのプラスマイナスが多くなっておりますので、そこは

ターゲットをしっかりとですねつかむ中で、遡及される方にですね届くようなシ

ティプロモーションをしてまいる必要があると思ってますのでまたそこはアドバ

イザーさんの意見も聞きながらですねやってまいりたいというふうに思います。

すいません SDGｓのアイコンにつきましてはすいません。ちょっとこの部分をチ

ェックするのを失念しておりまして、ここは必ず入ってまいりますので必ずすい

ませんがホームページ上には必ずのった形で大変申し訳ないでした。すいません。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいでしょうか。そのほか質疑ございますか。はい 17 番。松本委員。 

○17 番松本正幸委員 

 17 番です。二番目にありますデジタルトランスフォーメーションの推進方針こ

の前ね、計画。こういったものが示されましたけれども、基本的には市民の理解

と要するに、信頼を得ながら、サービス向上に繋がるような、要するに利用はさ

れないと、本当にうまくない。そういうような推進政策っていうか、そういうこ

とだと思うんですけれども。要するに、こういったものの関係についてね。市民

が本当に理解できて進められるかっていうものがね。すごく心配なんですよね。

セキュリティーの問題だっても出てくると思いますし、いろいろな課題もあるで

しょうし、また財政的な、支援もあると思いますけれども、やはり財政的な課題

にも繋がってくるような面もあるんじゃないかなと思うもんですからね。少し長

い目で見ていかなければならなりませんけれども、今までの利用してきた情報機

器こういったものの関係もどうなるのかっていう心配面もありますよね。そこら

辺を通してどうなんですかね、取り組みの内容として、基本的にどのように考え

ておるのか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。 

○佐藤企画財政部長 

 委員長。 

○13 番倉部光世委員長  
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はい。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 企画財政部長でございます。ありがとうございます。まず最初にこの自治体Ｄ

Ｘを進めるにあたって市民の皆さんの利便性向上に資するものでなければならな

いというご意見いただきましたありがとうございます。このＤＸを進めるにあた

っては例えば一番の大きな目的、目的は議長おっしゃいました、市民の皆様の利

便性向上でございます。一方で私ども行政の方の業務の効率化というものもその

副次的にはございますので、そこは両立をしていく必要がございます。先ほど私

ＤＸの推進方針の中で国が定めた六つの項目を申し上げましたがその一例申し上

げますとマイナンバーカードによるオンライン申請の推進というものが一つござ

いますが、これはまさに市民の皆様の利便性向上に繋がるものでございまして、

今現在ですね私どもマイナンバーカードを利用しましたオンライン申請につきま

しては児童手当の現況届けについてはやらせていただいておりますけれども、国

がこれをですね 26 業務に渡って進めるようにということで国の方が方針といいま

すか計画を定めておりますので、私どもですねこれ令和 7 年度までに向かってで

すねこの 26 業務をオンライン申請ができるように進めてまいる必要がございます。

そうした中でですね、先ほどちょっと申し上げました申請管理システムというふ

うに申し上げましたが、このオンライン申請されたものをですね私どもの情報の

システムにですねそのまま取り込めるようなシステムの改修というものを令和

４年度にやらせていただくんですが、そうしたものをですねあわせて進めながら

ですね、市民の皆様が今申し上げた 26 の手続きについてマイナンバーカードを利

用してオンラインで申請ができる役所にいちいちお見えにならなくてもいいよう

な、そういうものも進めてまいります。また既存の情報機器ですとかシステムの

関係でございますが、こちらもガバメントクラウドへの対応ということで今住民

情報システムを初めとしましたシステムについてはサーバーが今、役所の中にご

ざいますが、これ令和 4 年度はですね、名古屋の方にありますデータセンター方

へ一応置き換えますといいますか持っていきます。自庁にサーバーがなくなるわ

けですが、一部のサーバーがなくなるわけですが、それをですね国は令和７年度

までですね。ガバメントクラウドと申しまして、そういう基幹系のシステムにつ

いて統一したものにするということを掲げておりますので、令和７年度以降令和
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７年度までにはですね全国的に統一したその情報を住民基幹系のシステムといい

ますか、そちらの方に移行していくというものが進められます。これらのクラウ

ド化されるわけでございますのでもういわゆるサーバーが基本的には、なくなる

わけじゃないんですが、クラウド化されますので、そこに向かって令和７年度ま

でにですね非常に大きな動きが出てまいります。当然財政的な支援もございます

が、そこに向かってはですね、本市も、その流れに乗った形で進めるようにＤＸ

推進方針を作りましたので、これを進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 よろしいでしょうか。はい、そのほか質疑ございますか。7 番小林委員。 

○7 番小林博文委員 

 ７番です。二つ今の件と 2 番と 3 番の件でちょっとお伺いいたします。今のガ

バメントクラウドなんですけども、自治体の情報システムの標準化共通化という

ところに謳われてると思うんですがですね、標準化どんなものが標準化していく

のか、あと共通化していく中でどの程度の規模。どの程度の自治体の規模での標

準化っていうのが図られるていくのか。っていうのが国としてはねできるだけ多

くの市町と共通なものの連携して効率化っていうか、財政の減らすっていう健全

化図っていくということで多くの自治体と協力しなさいっていうことをいわれて

るんでその辺のどのくらいの規模でやるかっていうことをお伺いしたいと思いま

す。3 番目の先ほどシティープロモーションの件なんですけど。ここに出てくる

先ほど渥美議員からもありましたけど。都市圏へのいろんな人を派遣したりです

かそれは当市もやって移住定住に向けてやってるんですがちょっとよく見えない

のが東京から 1 人来てですね菊川市にどんなメリットがあるのかちょっとデメリ

ットしか見えないような気がするんですけど、それならば先ほど渥美が僕も思う

んですが、近隣の市町で、ようは菊川市はなんていうかそのリーサスのデータ見

てもベッドタウン的なところが強いんですが、そこへですねやっぱり周りの市町

から取り込むっていう方がかなり有効ではないかと思うんですが。そういう点で、

どうして首都圏を広報ターゲットに重点を置いてるのかっていうそのメリットに

ついてお伺いしたいと思います。 

○13 番倉部光世委員長 
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 はい。答弁を求めます。はい。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 企画財政部長でございます。まず一点目自治体の情報システムの標準化共通化

の関係でございますが、これ私も今手元にある方、運営方針推進方針を見ながら

ご説明申し上げますが、基本的には市町村の事務が一番最初に申し上げた住民基

本台帳これ基幹系のシステムでございますので、そこはもちろんでございますけ

れども、そこに基幹系のシステムにはですね住民基本台帳であるとか例えば選挙

人名簿であるとか。あとは児童扶養手当関係であるとか児童手当が計上されてい

ろんなものがぶら下がっておりますので、そうした基幹系のシステムにぶら下が

っているものはもちろんですけれども戸籍のシステムであるとか。あとそこに紐

付きます印鑑登録であるとかですねそういったものも当然共通化をされてくると

いうふうに伺ってます。基本的にはですね基本的には全ての自治体がＤＸのです

ね令和７年度まで取り組みを進めるというふうに考えてございますので、全国の

全ての自治体で標準化共通化が進められているというふうな認識でおります。

２点目の都市部の話なんですが、おっしゃる通りですね今本市もですね、東京圏

は関東圏からですね移住した方に対して、補助出させていただいたりというふう

に政策を行っておりますが、まさにそこだけの話ではもちろんございません。都

市部から来ていただく方のですかね。に対してだけを手厚くというわけではそこ

だけを増やしたいというわけではもちろんございませんが、政策的に一部、そこ

の都市部から来る方に対しての助成を行っている事実でございます。一方で今ご

紹介いただいておりですねリーサスの状況を見ますと、先ほど申し上げたような

近隣からのプラスマイナスが当然多くなっておりますので、そこの部分につきま

してもですね政策的に補助というものはございませんが、そこに対する訴求とい

うものは当然行っていかなくてはなりませんので、そこはターゲットを絞りなが

らやってまいりたいというふうに思います。あと一つ毎月私ども人口の推移を見

ておりますけれども、ここを数カ月四ヶ月間住基の人口が減っています。これら

の皆様の下の 1 階のロビーで数字が見えますのでご覧いただいてると思いますが。

やっぱり自然動態はですね出生数が減っているのと、お亡くなりになった方がち

ょっとこの時期ふえたりとかすることもあってかなり乖離がございました。ござ

います。あとは一方でやっぱり社会、社会状態で転入転出の差でございますけれ
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ども、人口が増えていた時期はやっぱり堅調の社会動態のプラスに支えられたこ

れは非常にございますので、それが私どもは、本年、今年なんか見ますとプラス

だったりマイナスだったりっていうような状況が続いておりますので、そこの社

会動態をいかに増やすか、特に年代別でも研究をしておりますけども 20 代 30 代

という若い方々がですね少し転出数の方が、転出超過になっているという状況も

見ますので。そこに対するアプローチをしっかりしていかないといけないってい

うふうに考えております。以上でございます。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁がありました。よろしいですか。はい。その他はい。16 番横山委員。 

○16 番横山隆一委員 

 16 番ですが。機構改編によって、営業戦略課ができる。長谷川市長去年は市長

になったばっかで。なかなかカラーを出せなかったのでここにきてねだんだん出

してきたなっていうのはあるんですがね私も戦略課っていうのは非常に期待はし

てるんですが。このですねシティプロモーションであったり、移住定住の促進で

あったりということはわかるんですが、これらもこれまでもですね、教育委員会

の事業であったりとかあるいは茶業協会であったりとか、商工会だったりとかい

ろんな形でしてプロモーションをかけてきてるわけですよね。一体的になってや

るっていうことは各課の横断的なですね、連携が極めて重要になるんですよね。

その辺のことはある程度下ごしらえができていて、こういったことをこういった

課を改編するということに至ってると思うんですがその辺のことをちょっとなん

だか説明をちょっとしていただきたいと思います。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 はい。企画財政部長でございます。ありがとうございます。今の横山委員がお

っしゃったことはまさに長谷川市長おっしゃっていることとほぼ同じでございま

して、まず組織の関係ですけれども、長谷川市長就任をされてからですね私ども

に各部に調整室という職員がありますがそこの調整室というものを連携調整室連

携ということは、市長のご意向でつけました。これはもうまさしく横ぐしを刺す

庁内横断的に政策を進めることによって得られる効果は、当然増してくるという
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ことでございますので、横断的なものをしていくというのはまさに市長の考えと

合致するものだと思います。営業戦略課でございますけれども、こうした戦略課

という組織を作りますとですね。どうしてもあれはちょっと心配してるのはこの

営業戦略に全てプロモーションを任してしまう。例えばお茶であったり商工観光

であったり、歴史だったり、そういうのはやっぱり何でもかんでも営業戦略課だ

よっていうのは一つ心配していますので、そこはもうきっちりですね各部各課か

らですね。営業戦略課が束ねることはしますが、当然連携する中で、その効果を

増していくような取り組みをしていくっていうのは常に当然意識してやってまい

りたいというふうに考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい、答弁終わりました。だいぶ時間をおしておりますので、はい８番横山委

員。 

○8 番横山陽仁委員 

 ８番横山です。5 番のですね。取り組み内容、なんですけれども。もう少し具

体的にですね、説明していただけますか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 企画財政部長でございます。ありがとうございます。行政経営推進方針 2022 議

員の皆様に情報でご提供させていただきました。これ先ほど来申し上げている通

り、行財政改革というのは全く終わりがあるものではございません。不断にやっ

ていくものだというふうに考えてます。今回ですねこの行政経営推進方針という

のも先ほど申し上げました通り、本市がそういうひともの金情報、もっと言えば

ですね地域資源も含めて活用してですね。歳入を上げていこうという取り組みで

ございます。これはもう本当に本当に一例かと言えばの話ですのでこれに取り組

むかどうかちょっと別なんですけども。私ども今本市が保有する金。金をですね

活用してどういう収入をふやしていくかって考えたときに私どもの持っています

基金なんかは定期預金で管理をしてございます。そうしたものをですね当然定期

預金ですね確実性はありますが、運用益が非常に少ない。低金利時代にもありま

すので、そういう中で例えばリスクは当然とる中で、取るわけにはもちろんまい
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りませんがリスクをとらないような何か運用する管理ができないかと言いますか

ですねそういう実際そういうのを定期預金以外で基金を管理して運用益を生み出

している自治体もあるというふうに聞いておりますので、例えばそういうものを

研究して、結果としてどうなるかは別でございますが、そういう一つの視点とし

てはそういうものを考えてます。また支援としましてはですね。議会の皆さんか

らもご質問いただきましたが地区センターを活用した今使用料いただいておりま

せんが、例えば市外の方であるとか、営利目的の方にですねそうした対価をお支

払いいただいて、地区センターを使っていただくとか、これも全く一例です。い

ずれそういやですね収入確保を少しずつでもですね、市が所有する資源を使って

収入を確保していこうという取り組みをこれから進めてまいりたいというのがこ

の行政経営推進方針というもので考えてまいりたいというふうに思っています。

すいません説明に長くなりましたけど以上でございます。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい説明が終わりました。よろしいですか。はい。８番横山委員。 

○8 番横山陽仁委員 

 すいません設定した課題っていうのはいくつぐらい設定しました。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 企画財政部長でございます。すいませんこれまだ設定はこれからでございます。

今申し上げたのは私ども事務方がですね例えばとして、イメージを持ってもらう

ために庁内的にもですね説明をさせていただいておりますものをご紹介申し上げ

たんですがこれからですね 4 月に入りまして、課題を早々に設定をしましてです

ね、何から取り組んでいくか、本当に翌年度の予算に反映させるためには当然 9

月 10 月ぐらいにはですね、結論を持たなくてはいけませんし、課題によってはも

う少し長い期間がかかることもありますでしょうが設定した課題をですね、なる

べくスピード感を持って答えを出すことによって、次年度以降の予算にもですね

反映させてまいりたいというふうな取り組みを進めていくというものがこの行政

経営推進方針の考え方でございます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 
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 はい説明が終わりましたよろしいですか。大分お時間が今、次の部の時間にも

なっていますので、あと、お 2 人で。14 番山下委員。 

○14 番山下修委員 

 それじゃ 14 番山下です。簡単ですけれどもシティープロモーションの関係なん

ですけれども、多分これ平成 20 年代後半に多分菊川市でもある程度進めた進め方

等を検討したと。その時多分静岡県の職員のＯＢの方で東海大学の河井孝仁さん

にいろいろご指導を仰いで進め方等を検討した時期があると思うんですけれども、

今回民間人のアドバイザーとかっていうようなお言葉も出てますけれども。もう

河合さんからのご指導と言うのは今全然ないという形でよろしいですか。 

○佐藤企画財政部長 

 はい。委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。企画財政部長。ちょっとあんまり細かいことはまた別にお願いしたいん

ですけど。 

○佐藤企画財政部長 

 河合先生は確かにこれまでもですねいろんな場面でご指導をいただいて私もお

話聞かせていただいたことがございますが関係が全くなくなったわけではござい

ません。ただアドバイザーという立場でですね、ご承認いただいているわけでは

ございませんので、スポット的にはですね、例えば市民協働センターでの講座み

たいなものに講師にきていただいたりということはあるでしょうが、今回はです

ね年間通して営業戦略アドバイザーの方をお願いをしましてですね。シティプロ

モーションマーケティング後はＤＸかなり増進が深い方だというふうに聞いてお

りますので、その方にですね、いろいろアドバイスをいただきながらですね、対

価として報酬をお支払いする中で、市の全般的なＤＸマーケティング、あとはブ

ランディングですが、そうしたものをですね進めていきたいというふうな考えで

ございますので、ちょっと河井先生の関係とは、コンタクトはありません。 

○14 番山下修委員 

 はい。わかりました。結構です。はい。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番織部委員。 
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○９番織部光男委員 

 ９番織部です。計画的には非常にいいと思うんですが、私はこの計画を実行す

るにあたりですね、人材的な問題はないんでしょうか。まずその一点。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。企画財政部長。 

○佐藤企画財政部長 

 企画財政部長ございます。人材的にはですね総務部からお話があったかもしれ

ませんが限られた職員の中でやらせていただきます。あとはやっぱり専門的な知

識、ＤＸはもちろんですが例えば全庁的に言えば、建築の分野であったりとかさ

も様々で専門的知識が求められております。今回私どもの方は DX についてもです

ねシティープロモーションについても、増進が深い方をアドバイザーとして、予

算の方をお認めいただければですねご就任いただきたいというふうに考えており

ます。あとは税の方に関してもですね当然なかなか徴収というのはマンパワーが

いるものでございますので、そうしたところにですね、例えば専門的な人材を税

に関してですね、税の徴収に関して専門的な人材を育てるためにですね、静岡県

の滞納整理機構というものがございますので、そこに 1 年単位で人を送り込んだ

り、あとは短期でも、月単位でですね、人を研修的に送り込んだりもしておりま

すので、そうしたものでですね補完をしていくと。あとは県の方からですね、定

期的に徴収の関係者徴収対策の専門の方に来ていただいてご指導を仰いだりとい

うようなことも続けております。やはり織部議員おっしゃった通りですね人材と

いうものを基本になることですので、そこの部分はですね職員の教育はもちろん

ですけれども、外部の力も借りる中で、こうしたものを進めてまいる体制整えて

いきたいと考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁が終わりました 9 番織部委員。 

○９番織部光男委員 

 9 番織部です。これはですねこれから最低 10 年は続くと私は思ってます。やは

りデータサイエンスっていう専門職。そしていろんな意味のね。知識を専門に持

っている方を雇用しないとですね。菊川市の未来がないと思うのでは・・・ 

○13 番倉部光世委員長 
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 ご意見は今日は。お控えください。 

○９番織部光男委員 

 わかりました。ですから、やはりそういったことを踏まえてですね専門職をと

るというようなこともできる。これからぜひ考えていただかないと、アドバイ

ザーがあるからいいという考え方はですね、通用しないと思いますのでぜひ意見

として。 

○13 番倉部光世委員長 

 本日はご意見はお控えください。お時間大分経過しましたので、以上で終了と

させていただきます。ありがとうございました。すみません。１回トイレ休憩と

らせていただきます。 

 

休憩 １０時１２分 

 

再開 １０時１６分 

 

○13 番倉部光世委員長 

 始めますのでお座りください。それでは次は生活環境部の予算の説明をお願い

いたします。鈴木生活環境部長説明をお願いいたします。はい。鈴木生活環境部

長 

○鈴木生活環境部長 

 はい。生活環境部でございます。それでお手元の資料に従って説明をしたいと

思います。基本方針について特に説明をしませんので、その下の重点的に取り組

む施策事業についてご説明をしていきたいと思います。まず一点目、窓口サービ

スの向上ということで市民課が取り組む施策になります。窓口業務については多

くの市民と接する市役所の顔ともいうべき部署でありますので、親切丁寧な窓口

サービスに努めてまいりたいというふうに考えてございます。具体的な現状と課

題につきましては、令和 4 年度においてはですね、マイナンバーカードの普及促

進について国の方からも強い要請もございますので少しでもマイナンバーカード

の普及率を向上させたいというふうに考えてございます。今現在 40％を超えてお

りますので、さらにこれを加速させていきたいというふうに考えております。今
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年度でつい先日なんですけど 2 月の 6 日ですが、日曜日にマイナンバーカードの

交付の受け付けを実施をいたしました。コロナの影響もあるもんですからそんな

にたくさんお客さんお見えにならないのではというふうにも思っていたんですが、

300 名を超える方が申請に来られるということで、やっぱりマイナポイントのこ

ともあるんでしょうがマイナンバーカードに関する市民の関心も高まってきてい

るというふうに考えております。それとですねもう一点課題の中では外国人の方

がやっぱり増えているということもありまして、窓口業務におきましてもですね。

言葉が通じないということもありまして非常に苦慮をしております。通訳の方も

いらっしゃるんですが、どうしてもね、時間的な制約等もございますので、通訳

等の配置についてもふやすという方向では検討していかなければならないという

ふうに考えてございます。マイナンバーカードの交付に関しては、そのほかにも、

ですね対応としてですね出張申請サービスっていうこともにも取り組んでおった

んですけれども、いかんせんコロナなどの影響もありますので今のところちょっ

と差し控えておるところでありますが、令和 4 年度においてですね、コロナが収

束すれば、もう少し出張申請サービスも取り組めるんではないかというふうに考

えてございます。次いで二つ目ですが、国民健康保険と後期高齢者に関する健全

な運営ということで、これも市民課の事業となっております。令和 4 年度の予算

編成に当たってなんですけれども、国民健康保険の加入者が減って、その分、後

期高齢者に加入される方がふえたということがありました。そのふえ方がですね

これまでよりもう少し増加のスピードが大きいということを感じています。いよ

いよ、団塊の世代が 75 歳以上になる 2025 年が間近に迫っているというふうに考

えております。こうした方々にもですね、なるべく健康で過ごしていただきたい

ということで、今現在令和 3 年度から取り組みなりますが健康福祉部と共同して

ですね。保健事業と介護予防の一体的な取り組みを進めてございます。この取り

組みについても、より積極的に取り組んでいかなければならないというふうに考

えております。具体的な取り組み内容については先ほど申し上げた保険事業と介

護予防の一体的な取り組み、これは地域の高齢者サロンというか集い、みんなが

集まる場所がそれぞれにあると思います。そういうところに栄養士であるとか保

健師であるとか、こういう専門家が出かけていって健康的なまた健康体操みたい

なものを普及させていくような取り組み、が主な内容となっておりますけれども、
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こういったこともですね、やはりコロナの影響もありましてなかなか皆さんが集

まる機会が少なくなってもいますので。令和 4 年度については予定通りに実施で

きることが、できればいいなというふうに考えております。続きまして三つ目で

すが、循環型社会の構築ということで環境推進課の取り組みになります。せんだ

っては議会の方からも、ゴミの削減に関する提言をいただいておりますので、こ

の提言を参考にですね、具体的なやはりそこを削減の方法を実施をしていかなけ

ればいけないというふうに考えてございますので、食用油の廃油ですね、廃油の

回収については、もう準備が整っておりますので年度内この年度内ですね令和 3

年度代には実施にとりつけたいというふうに思っております。それ以外にですね、

プラスチック製品のリサイクルに関する法律が新たに制定をされたということで、

これに関しても今までは容器包装包装用に使われているプラスチックの分別収集

にご協力をいただいておったところなんですが。今後は製品ですね。製品につい

ても、リサイクルあるいはその処分の取り組みについて、制度化していかなきゃ

いけないというようなことが課題として挙げられております。それとあと現状と

課題の最後に書いてありますけれども、せんだって高齢者のゴミ出し支援につい

ても、議会の方からご提言を受けますので、これについても、どんなふうに取り

組みことができるか考えていきたいというふうに考えております。続きまして 4

番目になりますが、地球温暖化防止施策の実現ということです。これも環境推進

課の施策になります。脱炭素社会の構築ということで様々な取り組みが行われて

おります。このことについては当然のことながら市役所としても事業者、一事業

者として取り組むべきことが具体的に示されなければならないということで、い

かにですね、この脱炭素社会の構築に向けて取り組んでいくかということもあわ

せましてですね。今現在持っておりますが、地球温暖化防止実行計画、これをさ

らにですね、加速させていきたいということで、計画書の見直しを考えておりま

す。計画につきましては令和 4 年度から 5 年度にかけて取り組むこととしており

まして、今までの実行計画の中では事務事業編ということで、市役所の事業者と

しての取り組みが中心であったものからそれに加えましてですね、市民あるいは

事業者に対しても、積極的に働きかけていくために、どんな取り組みをしていく

かということもあわせて検討していきます。それが区域施策編というふうに呼ば

れるものでこれも 4 年 5 年という中でですね、検討していきたいということで考
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えております。それと続きまして 5 番目、生活排水対策の推進ということで、下

水道課になります。公共下水道事業と進捗させることと、合併浄化槽の普及を進

めることで、生活環境の改善と水質の向上に取り組んでいきたいというふうに考

えてございます。現状でも目標通りの接続率、あるいはその合併浄化槽の設置率

となっておりますので令和 4 年度も引き続き取り組んでまいりたいというふうに

考えてございます。6 番目、水道水の安定供給、水道課の事業になります。水道

水に関しましては大井川広域水道企業団から安定的な受水を受けているおかげで、

現在も将来にわたっても安定的な水道水の供給が続けられるんではないかという

ふうに考えてございます。水道水の安定供給もそうなんですけれども、水道事業

の経営の健全化というのも一つ課題になっておりますので、こうしたことについ

ても取り組んでまいりたいというふうに考えてございます。以上、簡単ではあり

ますけれども生活環境部の令和 4 年度の運営方針についてご説明をさせていただ

きました。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい説明が終わりました。質疑のある方お願いします。はい。7 番小林委員。 

○7 番小林博文委員 

 ７番です。二つ一つはちょっと今説明あったんで、確認ですけれども、3 番目

の、循環型社会の構築の取り組み内容の中で、令和 3 年度に開始した廃食用油の

回収というのは今これから始めるっていう、過去形になってるんですけどってい

うことで、これ 4 年度に出すものとしてこういう文章になっているのかと思った

んですけど、まだやってはいないっていうこととですねこれから 3 年度内にやる

ということでしょうか。あともう一つはですね、5 番目の下水道の関係なんです

けども、認可を受けた当初からですねだいぶ市の情勢というのも変わってきてる

んですが、この辺で 4 期事業終了後にですね、この辺の全体見直すとかっていう

ことはできるのか、また考えているのか、その辺についてお伺いします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい、答弁を求めます。はい。生活環境部長。 

○鈴木生活環境部長 

 はい。生活環境部長です。まず一点目なんですけど食用油廃油の回収なんです

が、準備はもうほぼ、出来上がっているところなもんですから、あとは実施だけ
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ということで、この文書がやはり 4 年度になった 4 月以降に公表されるというこ

となもんですから過去形の表現になってしまいます。それと下水道の関係なんで

すけれども、第四期の認可区域について今整備を進めておるんですが、当初に計

画した内容ですと、令和 5 年度にその区域が終了するということで進めておった

んですが。ちょっと 5 年度までに全てが完了できないのではないかという見込み

もありますので、まずその期限の延長に合わせてですね、今後の方向性について

も、再度検証をした上で、これから要は令和 5 年度以降、どんなふうに進めてい

くかっていうのを考えていきたいということで、はありますので、具体的にどん

な内容を議会の方にお示しできるかわからないんですが、令和 4 年度中にはその

準備の作業をする予定でいます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい答弁が終わりました。よろしいですか。はいそのほかはい。10 番西下委員。 

○10 番西下敦基委員 

 10 番西下です。四つ目の地球温暖化のことで取り組みの中に菊川市地球温暖化

対策実行計画も二つあるんですけど。これって、結構いろいろと変わってきてる

とか細かいことまで専門家とかも入ってこれを決めていくのか見直しをしていく

のか。それともちょっとコンサルみたいのに流すのかその辺どうやった感じで見

直しをするのかをお伺いします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい答弁を求めます。生活環境部長。 

○鈴木生活環境部長 

 はい。計画書の策定に当たってはコンサルタントに依頼をしたいと思います。

最終的に、素案についてはですね、環境審議会が設置されていますので、環境審

議会にお諮りをしながら、市としてどんな内容にしていけばいいかっていう検討

していきたいというふうに考えております。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい答弁がありました。その他ございますか。はい。9 番。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。今の 4 番の関係ですけどもね。取り組み内容としては、定める

検討を進めていきますというのが 2 点あって、もう一つは、国のロードマップと
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市の施策を調整していきますと、市の施策というのは具体的にはどういうことな

んでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。生活環境部長。 

○鈴木生活環境部長 

 はい。今現在ですね、市が地球温暖化防止のために行っている施策としますと

市役所。要は公共施設ですね、公共施設に関して、エネルギー消費量を削減する

ことで、二酸化炭素の排出量を抑えるという取り組みをしてございます。それに

ついては、今も、今現在ある第 3 次なんですけれども、地球温暖化防止実行計画

に定めた目標に向かって今施策に取り組んでいるところでありますが、国の方で

目標とする値がさらに高いところに上げられたもんですから、それに向けてさら

に加速をしていきたいっていうことがまず一点目として挙げています。ただその

区域施策編については今現在定められていませんので、計画がありませんのでそ

れをまた新規に作っていくことになります。新規で作っていくことの中にどうや

ってじゃあ市として例えばの話ですけど予算を投入して地球温暖化防止のために

何か役に立つことをやっていくかどうかっていうようなことを検討していくとい

うことでございます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番織部委員。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。今のお話ですとね、対象は行政だということですけれども、本

来、私はこれは市民に対する取り組み内容というものを書くべきではないかと思

うんですが、その点についてはどうですか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。生活環境部長。 

○鈴木生活環境部長 

 今現在ある地球温暖化防止実行計画は事務事業編というふうに作られています。

この事務事業編っていうものは、公共施設だったり、市役所、行政として、どれ

だけ取り組むかということが定められております。今度作りたい区域施策編とい

うのは、要はそこで初めて市民の方にどう協力していただくか、あるいは事業者
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にどの程度まで協力していただくかっていうことをこの中で検討し、具体化して

いきたいというふうに考えておるところであります。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。16 番横山委員。 

○16 番横山隆一委員 

 16 番ですが。ちょっとね 4 年度の計画はこれでわかるんですが、喫緊の課題と

してね、部長わかっていると思うんですが。3 番の循環型社会の構築のところで、

課題現状の書かれてますけど。これっていうのは非常にもう、まさに喫緊の課題

ですよ。次年度に移行する以前においても、やはり議会あるいは市民を巻き込ん

だ中でね、やっぱり方策っていうのを、選んでいかなきゃいけない状態だと思う

んですよ。その辺をやっぱり、これは次年度ですけど。次年度も含めてね取り組

んでいく必要があると私は思うんですが。ちょっともう少し説明させてもらいま

すとねギャラリーの新たな新設する計画基本構想の中では 460 億円っていう総見

積もりが想定がされてるわけですよね。実際にはそうはならないんでしょうけど

も方式によってはね。いずれにしても、住民負担というのは大きくなっていくわ

けですよ。そうした中でやはり基本構想通り進むかどうか。不透明な状況という

のをやはり早い段階から言ってもうすでに次年度今年度もそうですし次年度に向

けても、そういった市民を巻き込んだ説明会とかとをやっていくべきだと思うん

ですが。あくまでもこれ 4 年度の計画なんでどこまで答えられるかわかりません

が、ちょっと説明をお願いしたいと思いますがどうですか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。生活環境部長。 

○鈴木生活環境部長 

 はい。この方針の中ではですね、あえて、あえてです。あえて一部事務組合で

ギャラリーの関係については記載はありませんが、当然のことながら、今後ね、

予定されている 3 月 4 日にギャラリーの方の説明を皆さんに聞いていただいて、

まずはそこからというふうに考えてございます。必要があれば、市民も交えての

説明あるいは地元への説明を当然していかなければいけないかというというふう

に認識をしております。今、すいません答えられるのはこれ以上のことはちょっ

とお答えできかねます。以上です。 
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○13 番倉部光世委員長 

 はい。その他よろしいでしょうか。なければ終了したいと思います。ありがと

うございました。はい。では説明員の方の入れ替えをお願いします。よろしいで

すか。はい。それでは次に、健康福祉部の予算の説明をお願いします。鈴木健康

福祉部長説明をお願いします。鈴木健康福祉部長。 

○鈴木健康福祉部長 

 はい。健康福祉部長でございます。健康福祉部の令和 4 年度の運営方針案につ

いてご説明申し上げます。まず初めに、健康福祉部の組織体制でございますが、

福祉課、長寿介護課、健康づくり課の 3 課でございます。次に、基本方針でござ

います。部内３課にはそれぞれ施策事業の柱となります計画を持っております。

福祉課にあっては、地域福祉計画。地域福祉活動計画それから、長寿介護課にあ

っては介護保険事業計画高齢者保健福祉計画。それから健康づくり課にあっては、

すこやかプラン。それぞれ計画に掲げております基本理念、基本目標、あるいは

基本方針等を部の基本方針としております。上から福祉課、長寿介護課、健康づ

くり課が取り組む方針となります。次に令和 4 年度の重点的に取り組む、施策事

業であります。健康福祉部では四つの施策事業を掲げております。まず初めに、

一つ目として地域共生社会の実現と地域福祉の推進であります。現状課題でござ

いますが、少子高齢等の社会構造が変化する中で、市民の皆様から複雑化した生

活課題。市民からの複雑化した生活課題に寄り添いきめ細やかな支援を行うため

には、市民の皆様と地域を共に創っていくことができる地域共生社会の実現が求

められています。市民の誰もが安心して暮らせる生活を実現していくために、公

的サービスのほか、地域で互いに助け合い支え合うことが必要でありますし、そ

れぞれのライフステージに沿った相談窓口の周知、相談しやすい相談、窓口作り。

相談に対応する専門的な人材育成を推進していく必要があると考えます。取り組

み内容ですが、今年度に策定をいたしております。第 4 次計画に基づきまして、

地域課題に対し、市民、地域、それから社会福祉協議会、それから市の取り組み

を繋ぎ合わせて、それぞれ役割を分担し、地域福祉を推進するとともに、実施す

る各事業につきましては、地域福祉計画推進委員会の中で進捗管理を行ってまい

ります。次に、2 番として地域包括ケアシステム体制の充実についてです。現状

課題でありますが、2025 年以降は医療介護の支援を必要とする人の増加が見込ま



－37－ 

れております。予想されます介護サービス需要への対策のほか高齢者を地域で支

える仕組み作りを積極的に推進していく必要があると考えます。引き続き、身近

な地域で医療介護、予防、住まい、生活支援の五つのサービスが一体的に切れ目

なく提供される地域包括ケアシステム。この体制の充実に取り組む必要がありま

す。取り組み内容ですが、長寿いきいき安心プランに基づきまして、地域包括支

援センターの機能強化、また介護予防の取り組みの強化のほか、高齢者を支える

サービスの充実を図る取り組みを推進します。特に地域包括ケアの体制充実を重

点施策とし、4 年度におきましては、地域包括支援センターの出張所として、家

庭医療センター内に、赤土窓口を設置し、小笠地域の相談窓口の機能強化を図っ

てまいります。3 番目、健康作り事業の推進であります。現状課題ですが健康づ

くり課では健康寿命の延伸、健康格差の縮小を図るため、すこやかプランに基づ

き、検診、健康相談、健康増進事業、食育推進事業など、各種事業に取り組んで

おります。全ての年代において生活習慣病の発症予防重症化予防などを市民の 1

人 1 人が、ご自身の健康に関心を持って健康的な生活習慣を実践していけるよう

な支援が必要だと考えます。現すこやかプランの計画期間が令和 5 年度までとな

っております。次期計画策定に向けて、市民の健康に関する実態把握が必要とな

っております。取り組み内容ですが、市民一人一人が若い時期から健康に関心を

持って全ての年代の方が健康作りに取り組まれるよう、情報提供や啓発活動を行

ってまいります。また次期計画を 5 年度に策定するために、4 年度には食と健康

生活習慣に関するアンケート調査を実施いたします。最後に 4 番として新型コロ

ナウイルスワクチン接種の推進です。現状課題ですが、新型コロナウイルス感染

症の重症化・発症等を予防するために 2 回目接種を完了し、追加接種を希望する

方に対して、現在 3 回目接種を進めております。あわせて初回接種 1・2 回目接種

が完了していない方につきましても接種機会を確保し、接種希望者への接種を引

き続き実施していく必要があります。取り組み内容ですが 2 回の末、ワクチン接

種を完了した市民に対し追加接種 3 回目接種に引き続き、迅速に取り組みます。

また接種計画期間であります 9 月 30 日まで、接種対象となる方への初回接種もあ

わせて行ってまいります。部の運営方針案については以上でございます。また 4

年度に見直しをする計画については、健康福祉部所管の見直しをする計画は特に

ございません。以上、健康福祉部の説明となります。 
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○13 番倉部光世委員長 

 はい。説明が終わりました。質疑のある方お願いいたします。はい。9 番織部

委員。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。2 番のですね長寿介護課の件ですけども、現状と課題のところに

これからふえていくということで書かれております。取り組み内容としましてで

すね私は介護士不足ということが菊川市の場合には問題ないのかここにね、そう

いったことは書かれておりませんけど、まずその一点を最初にお尋ねします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。健康福祉部長。 

○鈴木健康福祉部長 

 はい。健康福祉部長です。市内の介護士の方の不足に関して正確にですね、正

確にこのように足りていないとかっていう情報方はすいませんちょっと今私のと

ころで手元にありませんが、ただ報道等で聞く限りでは、やはり介護現場なかな

か厳しいということは聞いておりますので、そこについては介護の全体の仕組み

として、例えば介護報酬でそういった賃金のアップであるとか、あるいは、よく

外国人の方の人材登用とかっていういろんな国なり県なりの仕組みもあわせて対

処していく中に、市として何ができるかっていうことがありますが、ちょっと現

状すいません。今すぐお答えできるもの持ってませんが、そこは十分見ていくと

ころだと思います。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番織部委員。 

○9 番織部光男委員 

 次に 3 番の健康作り事業の推進の方ですけども、当然こういう問題だと思うん

ですね取り組み内容の方ですけども、食と健康、生活習慣に関するアンケート調

査を実施しますということですけど。これに抜けているのがやはりスポーツ運動

社会参加というテーマだと思うんですね。やはりその辺のところをですね取り組

み内容に入れるべきではないかと思うんですけどその辺いかがですか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。健康福祉部長。 



－39－ 

○鈴木健康福祉部長 

 はい。健康福祉部長です。この三つ目の健康作り事業の推進の中で、取り組み

内容として、大きな主な取り組みという意味で、4 年度にあっては 5 年度に策定

する前、前年度になりますので、調査をしっかりやっていきましょうということ

を掲げてます。当然毎年の事業の中では健康作りにおいては、健康サイドだけで

はなくて、もちろん社会教育課のスポーツの方の担当とも調整をとりながら、ス

ポーツ側で言うところのスポーツ振興のためのスポーツとあと健康に特化したス

ポーツっていうことがありますので、そこは 4 年度の取り組みの中で確実に行っ

ていくっていうことで考えてますが、ここに特別なこととして、すいません。上

がってないだけで事業としてはもちろん、取り組んでいくものと考えます。以上

です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁が終わりました。はい 9 番。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。スポーツとして若い方がやるのとね、高齢者の健康維持でやる

ということとは全く違うものですからね。その辺ぜひ参考にしてください。 

○13 番倉部光世委員長 

 そのほかございますか。なければ終了したいと思いますが、よろしいですか。

はい。以上で終了いたします。ありがとうございました。では続いてこども未来

部お願いしたいと思います。トイレ休憩取りたい方は随時抜けていただいて結構

ですのでお願いします。はい。お時間ずれ込んで申し訳ありませんでした。それ

では、こども未来部の説明をお願いしたいと思います。竹田こども未来部長説明

をお願いいたします。はい。竹田こども未来部長 

○竹田こども未来部長 

 こども未来部長です。座ったまま説明をさせていただきます。よろしくお願い

いたします。こども未来部の方針につきましては、ＰＤＦ資料のですね 13 から

14 ページになります。確認をいただきたいと思います。まず基本方針につきまし

ては、総合計画に基づき、3 点掲げてございます。一つ目は、切れ目のない支援

の充実と、就学前の子どもに関する事務のワンストップ化によります。市民の利

便性の向上、課題に対しスピード感をもって対応すること。二つ目としまして、
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幼児教育保育の質の向上と、よりよい保育環境を創造をすること。就労形態の多

様化や国の制度になどに対応した支援策の充実に取り組むこと。三つ目としまし

ては、児童福祉、母子保健発達支援の連携によりまして、誰もが安心して妊娠か

ら出産子育てができるよう子育て支援に取り組むことを基本方針として掲げてご

ざいます。次に、令和 4 年度に重点的に取り組む施策事業として五つ掲げてござ

います。まず一点目です。子育て支援のさらなる充実についてということでござ

います。現状と課題のところでございますけれどもこれまで子育て政策としまし

ては、幼児教育保育の無償化ですとか、待機児童の解消に向けて取り組んでいる

ところでございます。また、コロナ禍でのですね子育て世帯への支援についても、

給付金などにより取り組んでいるところでございます。しかしながら依然として

出生数の減少が続いている。そういったことからさらなる支援の充実が必要であ

り子ども子育て支援事業計画に基づき進めていく必要があるというふうに考えて

ございます。取り組み内容につきましては、子ども子育て事業計画が、中間年に

当たりますので、国の指針改定を確認をしながら見直しを進めてまいりたいと思

います。二つ目の幼児教育保育の充実についてでございます。現状と課題のとこ

ろですけれども、多様化するニーズに対応するために、幼児教育保育サービスを

充実してるがあるというふうに考えております。中でもですね。令和 4 年度は放

課後児童クラブの持続可能で効率的な運営ができる体制整備を進めてまいります。

取り組み内容におきましては、放課後児童クラブの利用者の利便性の向上、利便

性と、事務の効率化のために新たに入退室の連絡ができるアプリですとか、管理

システムの導入に取り組んでまいります。また加えまして国の処遇改善、こうい

ったところにも取り組んでまいります。次にＰＤＦ14 ページになりますが、三つ

目の子どもの安心安全の推進のところでございます。子どもや家庭が抱える問題

からですね、児童虐待へと繋がるということを未然に防ぐこと、それから早期発

見などのためにサポート体制を充実する、そういったことが必要であると。とい

うことと考えてございます。取り組み内容につきましては、課題がやはり複雑で

ございますので、教育や福祉、医療、そういった関係者によります実務者会議に

おいて、情報共有と継続的な支援を行うこととしてございます。四つ目の乳幼児

学童期の予防接種事業の推進のところでは、母子保健事業の中で進めております

けれども、今年度は子宮頸がんワクチンのですね予防する、接種勧奨が再開をす
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るということになってございますので、希望する方が制度を知らずに接種できな

いことがないように制度の周知を図ってまいります。ワクチン接種の経緯や概要

について少し簡単に説明をさせていただきますと、子宮頸がんの原因となるウイ

ルスヒトパピローマウイルスの感染を防ぐワクチンということでございます。接

種対象につきましては小 6 から高 1 相当女子ということで、国の方では、2013 年

の 4 月に予防接種法によります定期接種としましたところでございますが、接種

後にですねワクチンとの因果関係を否定できないという。痺れですとか痛みそう

いったことが見られるということで、6 月に一度、接種勧奨を中止をしていたと

ころでございます。また令和 4 年度からですね、接種勧奨が開始されるますけれ

ども、中止していた期間のですね方、平成 9 年生まれから平成 17 年度生まれの方

になるかと思いますけれども、こういった方に対しても、公平な接種機会を確保

をしていかなければならないというふうに思ってございます。五つ目の発達支援

の充実につきましては市内のこども園の各園におきまして、同じ視点で発達の状

況を見極めて支援をしていける体制をするために研修を通して、発達支援検査の

実施方法を学び、引き続き発達支援技術の向上に取り組んでものとしているもの

でございます。以上がこども未来部の運営方針の説明となります。次に、令和 4

年度に新たに策定または見直しをする計画についてでございます。こちらの資料

は 4 ページと 5 ページになるかと思います。まず 4 ページの子ども子育て支援事

業計画でございますけれども、こちらの方は子ども子育て支援法に基づく計画で

ございまして、令和 2 年度から 6 年度までの計画ということになってございます。

国の方針の指針のですね改定も予定をされていること。また今年度、計画期間の

中間年であるということから環境の変化や社会情勢を踏まえ、中間見直しをした

いというふうに考えてございます。もう一つは菊川市の施設整備計画になります。

本年度は本計画につきましては平成 30 年度から令和 9 年度までの 10 年間の計画

ということになってございます。子ども子育て支援事業計画がですね、子育て分

野全体の計画であるのに対しまして、施設整備は関連する部分的な計画でござい

ます。こちらにつきましては第 1 期の子ども子育て支援事業計画を引用している

部分もございますので、現在の計画とですね本計画の整合性を図る必要もあると

いうことから見直しを行うものでございます。こちらにつきましては基本的な考

えについては変えるものではございませんので現状に合わせて幼保園の再編です
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とか小規模保育が開設されたことを現状に合わせて見直すということで考えてご

ざいます。説明は以上となります。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。説明が終わりました。質疑のある方お願いいたします。はい。4 番渥美

委員。 

○4 番渥美嘉樹委員 

 4 番渥美です。2 番の幼児教育保育の充実についてなんですけども。現状課題の

ところで、保育所の待機児童解消に努めるって書いてある一方で、放課後児童ク

ラブについては、持続可能で効率的な運営ができる体制を整える。この両者の書

き方の違いにあるその背景っていうのはどういったものなのかというのが一点と。

もう一個取り組みについて放課後児童クラブについてなんですけども、このクラ

ブについても待機児童ってのは少なからずいると思うんですけどそれについての

取り組みを 2 点伺います。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。はいこども未来部長。 

○竹田こども未来部長 

 はい。こども未来部長です。幼児教育保育の無償化のところで幼児教育の充実

のところですけれども、保育の定員につきましては令和 3 年度におきましても、

西方の方でですね整備が進められたということで、一定程度の定員には増には寄

与しているかなというふうに思っております。一方でですね小学生の放課後児童

クラブの方につきましても、やはり少なからず、令和 3 年度にですね、持続可能

で運営していかなければならないということで課題をちょっと整理をさせていた

だきました。その中でやはり夏場にどうしても長期のクラブのお子さんが大変だ

とかっていうこともございますので、持続可能にするためにはどういったシステ

ムを使って上手いことできないかとか。またそういった運営形態をですね、一つ

の大きなところに振るだとかということをちょっと整理をさせていただきました。

そういったところを今年度はちょっと今年そういったことを、課題を整理をして、

ある程度具体的なことを考えましたので次年度に向けて、そういったところに取

り組んでまいりたいというふうに考えているものでございます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 
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 よろしいでしょうか。4 番。 

○4 番渥美嘉樹委員 

 あと 2 点目のクラブの方の待機児童解消への取り組みについてもお願いします。

以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 質問ですか。 

○4 番渥美嘉樹委員 

 質問で 2 点をお伺いしたんですけど、2 点目の取り組み内容について今年度の

放課後児童クラブの待機児童解消についての取り組みも伺えればと思います。 

○竹田こども未来部長 

 放課後児童クラブにつきましては先ほどちょっとお話させていただきましたけ

れども通年通して大変な待機児童が出てしまうケースと、あと夏場のときにです

ね、どうしてもお子さんを預けてもらいたいという方で、ケースが大きくは二つ

があるかなと思います。一つ目の通年に関しましてはある程度クラブによってば

らつきがございますので、大きなところはちょっと施設がもうちょっと大きな施

設を利用できないかとかっていうことを一つ考えてございます。もう一つ夏場に

つきましても、待機児童が出ないように一つのクラブをこっちに行っていただく

とか、そういったことも案としてできないかなということを試行的にちょっと来

年度考えていきたいというふうに思ってます。それとあわせてそういったアプリ

ですとか、そういったのも活用をしながらやっていければいいなというふうに考

えているところでございます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいですか。そのほか質疑ございますか。はい 9 番。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。1 の子育て支援というところですけれども、やはりこども政策課

としてはこの問題点となっている。出生率の減少傾向が続いているという。これ

が大使命だと思うんですよね。取り組み内容の中にですねそれについて具体的に

は何もこれを読む限りではちょっと私わからないんですけども。子育て支援事業

計画の中にそういうことが入っていて進捗管理を行いますと言っているのか。中

間年に当たるため計画内容の見直しを行いますということが出世率の減少歯どめ
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するような政策がこの中に織り込まれているという解釈でよろしいんでしょうか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。答弁を求めます。はい。こども未来部長。 

○竹田こども未来部長 

 はい。こども未来部長です。出生率の原因っていうのは一概的にこれだという

のはなかなか難しい面もあるのかなというふうに思っております。社会的な部分

ですとかそういったところもあるでしょうし、家庭環境の問題だったりいろんな

ところがあるのかなというふうに思っております。うちとしてできることってい

うのはやはり、きめ細かな支援であったり、そういった子育て環境をみんなで見

守るような体制をつくることだとかということになろうかなというふうに思って

おりますので、できることをですね出生率の減少にならないようにできることを

施策としていろいろ掲げて取り組んでまいりたいというふうに思っております。

以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番。織部委員。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。数年前に出産祝い金という制度を菊川市は失くしましたよね。

私は子どもを産み、増やせという政策をとる以上ですね子ども産んだらばメリッ

トがあるようなね。ですから、私はそういうものを復活させてほしいという気持

ちは今でも持っています。他市では 100 万円を送るとかですねいろいろな政策を

とっておりますのでね、やはりこの重点をここにおいてですね、これからの活動

をね、やっていただきたいなと思います。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。ご意見はまたお願い改めてお願いします。はい。12 番。鈴木委員。 

○12 番鈴木直博委員 

 12 番です。3 番の児童虐待未然防止とか虐待の早期発見、こういうことに対し

て、どのような具体的な施策っていうんでしょうか。考えられているんでしょう。

課題の解決方法として。 

○13 番倉部光世委員長 

 あまり細かい内容だったら議案の審議の方でやっていただきたいとは思います
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が。はい。こども未来部長。 

○竹田こども未来部長 

 はい。こども未来部長です。先ほど祝い金の関係がちょっとお話ございました

けれども、そちらですね金額的にはですねそんなに大きなものではございません

けれども赤ちゃん産まれてきてくれてありがとうということで今年度ですね新た

な事業として、祝い金にかわる事業としまして絵本のプレゼント事業、こういっ

たのを、事業としてまた新たに展開していきたいというふうに考えてございます。

また詳しい内容につきましてはまた分科会の方で審議いただければというふうに

思っております。それから虐待のケースでございますけれども、こちらの早期発

見というのがなかなかそれこそ顕在化がなかなか難しい中でございますので、や

はりそれを早期発見するためには、日々の学校ですとか、また検診のところです

とかそういったところでですね、いかに早く発見をするかっていうことが大切か

なというふうに思ってございます。そういったところから、支援が必要な方をで

すね、きちっとフォローをするような、そういった体制を協議会の中で進めてま

いりたいというふうに実務者検討会の中で進めてまいりたいというふうに思って

ございます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいでしょうか。はい。その他質疑なければ終了したいと思います

が、よろしいですか。はい。では、以上で終了します。ありがとうございました。

次は建設経済部になります。よろしいですか。はい。それでは次に建設経済部の

予算の説明をお願いいたします。橋爪建設経済部長説明をお願いいたします。 

○橋爪建設経済部長 

 委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。建設経済部長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。それでは建設経済部の運営方針案についてご説明

をさせていただきます。資料は 15 ページになります。まず基本方針でございます

けども、大きく四つございますけれども、まず一点目、農業に関しましては、や

はり農業基盤の強化を図るために、若手生産者育成とか法人化、こういうことを



－46－ 

拡大しながら、農産物のブランド化を進めていきたいというふうに考えておりま

す。それから、2 番目茶業でございますけれども、やはり生産性の向上を進める

ためにも取り組みを進めていく、それから消費拡大にも、つなげていくような方

針で考えております。それから三つ目が、既存の市内の企業の支援、それから、

新たな企業の獲得にも努めていきたい。それから、農業商業工業観光と産業振興

を図る中で、市の魅力や情報発信を進めていきたいというふうに考えております。

それから 4 点目が、既存のインフラ。道路とかのインフラですけども、各種の適

正な維持管理と長寿命化、それから耐震化を図って、良好な住環境を作ってとい

う方針に基づきまして、５課ありますので、各課二つずつの重点的に取り組む施

策事業を説明させていただきます。一点目が農林課になりますけれども、農業振

興と次世代農業モデルの推進ということで、やはり農業経営を取り巻く環境はご

指摘のとおり非常に厳しいということで、本年度、令和 4 年度新たに経営の継承

それから発展等の支援の補助金というのを新たに創出しまして、継承しながら事

業をやっていく方に経営規模の拡大ができるように、新たな支援を進めていきた

いというものでございます。それから 2 点目が、これもご承知の通り毎年荒廃農

地の拡大化されていますのでこの解消を各種の補助制度を使いながら、それから

農業委員会を毎年夏に現地の方調査をしておりますので、その対策も含めながら、

連携をとって解消に努めていきたいというふうに考えております。それから次に

16 ページになりますけども。茶業振興課ですけども。現在の菊川市の茶業振興計

画というのが、令和 4 年度で終期を迎えます。したがいまして令和 4 年度中に新

たな茶業振興計画を策定していくということで、これにつきましては後ほど令和

4 年度に策定する計画の中でもう少し詳細にスケジュールも説明させていただき

ますけども、いろいろな生産者の意見を聞きながら、最終的には茶業振興審議会

の方に諮問答申をしていきたいというふうに考えております。それから 4 番目が

同じく茶業振興課ですけれども、ここの方針にもあるようにやはり、生産性の効

率化省力化ためにも中間管理機構等との連携しながら集積とか、より効率的な生

産ができるような茶園の集積これを進めていこうというふうに考えております。

それから 5 番目が商工観光課ですけども。商工業支援と推進ということで、やは

り市内のいろんな企業の支援もありますけれども、小規模事業者が特に問題とな

っているのは事業継承。これから自分の会社をどうしていくかということで、事
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業継承について活性化委員会という外部の委員のところで、今まで検討してまい

りましたので、新たにパンフレット作成し事業継承の必要性について周知し、ま

た支援をしていきたいというふうに考えております。それから 6 番目が商工観光

課になりますけれども、地域資源を活かした観光の推進ということで、これまで

には、ご承知のとおり、菊川市では体験型イベント。体験型ツアー実施してまい

りましたけれども、コロナ禍によって、なかなかそれができませんでしたけれど

も、さらに今後コロナ禍の中にありますけれども、様々なイベントを実施して点

から線・面での魅力発信していきたいということで、地域おこし隊の方にも今い

ろいろなＰＲしていただいておりますので、資源として火剣山のキャンプ場とか

獅子ヶ鼻砦この辺を活用して、観光協会と地域おこし隊と連携して、誘客を図っ

ていきたいというふうに考えております。次に 17 ページになります。都市計画課

ですけども良好な住環境の整備ということで、やはり良好な住環境を整備するた

めにも幹線道路である都市計画道路の整備を進める必要があると思っております。

またご承知のとおり今まで全員協議会でご説明させていただいておりますけども、

駅周辺のポテンシャルを生かした菊川駅南北自由通路整備を進めていきたいとい

うふうに考えておりますので、取り組み内容としては、駅自由通路の整備を推進

する。それから、もう一点が、小松洗橋の狭い橋がありますのであの路線。青葉

通り嶺田線ですけどもこちらの整備をするというふうに考えております。それか

ら 8 番目が良好な住環境の整備ということで建設課ですけれども、これにつきま

しては、既存のインフラ整備を長寿命化させていく必要があるということで橋梁

の点検それからトンネルの補修工事等を進めていくものでございます。それから

9 番目が都市計画課、住宅建築物等の耐震化の推進ということで、これも地震か

らの住民の生命財産を守るためにも自助の観点からも、昭和 56 年 5 月以前の木造

住宅については耐震化をしていただきたいということで、さらに進めていきたい。

あわせて、ブロック塀の撤去、改善もしていかないと防災上必要な通行ができな

くなったりいろんな問題起きますので、こちらについても進めていきたい。十番

目建設課ですけれども、幹線道路の整備ということで、先ほどの 7 番の都市計画

課の良好な住環境整備と同じで幹線道路である大須賀金谷線、こちらについて現

在も進めておりますけども、早期完成を目指して進めている。というものでござ

います。以上が、重点的に取り組む施策事業でございます。引き続いて、令和 4
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年度に策定する計画について説明させていただきます。資料の方が 6 ページにな

ります。先ほど茶業振興課の重点でもご説明しましたけれども、現在の茶業振興

計画が令和 4 年度で終期を迎えますので、4 年度中に 5 年度以降 10 年間の第 2 次

菊川市茶業振興計画を策定するというものでございます。スケジュールにつきま

しては、１年間のスケジュールを表示しておりますけれども、一番上段の茶業審

議会の開催ということで、実はこれは 1 月の 31 日に審議会を開催しまして、来年

の策定に向けて、諮問をもうすでにさせていただいております。あわせて 3 月ま

でにいろんな生産者の意見を聞いたりしていきます。その後 4 月以降に書いてあ

るように、検討委員会それから、専門部会的な部門に分かれていて、意見を聞い

て。進めていきたいというふうに考えております。一番下に書いてあるように最

終的には、庁内の最終確認をして議会にもご説明をできるようにしていきたい。

最終的に、年度末までに策定を完了していきたい。とのスケジュールで令和 4 年

度に茶業振興計画を策定いたします。以上が建設経済部の説明となります。よろ

しくお願いします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。説明が終わりました。質疑をお受けいたします。はい。3 番、渡辺委員。 

○3 番渡辺修委員 

 3 番渡辺です。お願いですけれども、緑の食料システムというのがの国の方か

らおりてくるので先取をして他産地に負けないように農業に悪影響が出ないよう

な方向でもって取り上げていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。建設経済部長。 

○橋爪建設経済部長 

 はい。また情報を集めながら、農林課の方に伝えておきます。農林課茶業、両

方には伝えておきます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長  

そのほかございますか。はい。2 番須藤委員。 

○2 番須藤有紀委員 

 2 番須藤です。2 点お伺いをしたいんですけれども、昨年度の運営方針を拝見し

ますと、お茶に関して、茶を基幹とした複合多角経営の推進というものが計画に
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入っていたんですけれども、今回それがないのはお茶そのものの魅力向上売上に

フォーカスしているからなのかそれとも振興計画に全て委ねているのであえて書

いていらっしゃらないのか。これをお伺いしたいのと、もう一点 5 番の商工業の

支援と推進の中で、新たな工業用地を確保し、市内既存企業のさらなる支援と新

規企業の誘致を図っていく必要がありますと書いていただいてるかと思いますが。

取り組み内容には事業継承のみの言及でしたので新規企業誘致のための取り組み

にお考えはいかが何かあるのかというのも、お伺いしたいと思います。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。建設経済部長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。昨年のそういう今年度の重点の複合経営の答弁で

よろしいでしょうか。基幹作物、高収益作物の複合経営。4 番です。当然この複

合経営については引き続きやっていきます。今回は茶業振興計画の見直しという

のがありますので、当然複合経営についても、しっかりとやっていくということ

ですけども、ここの重点には、数をいくつも挙げられないというのが正直ありま

すので、今回は振興計画の策定の方にさせていただきます。それから、商工業に

つきましては、当然これについても新たな工業用地については考えがあるんです

けども。今回フォーカスしたのは事業継承というところが、今回、市長の施政方

針に基づきますけども、最終的に相談窓口をきちんと作っていく必要があるとい

うことで、菊川市地域経済活性化推進会議という外部の方々、商工業を経済界に

入っている方で、組織していまして市内でアンケート調査した結果やはり事業継

承というのが非常にナーバスなある意味問題であって、かと言ってなかなか御相

談するところがないということで、これは全国的にもきちんとやっていかないと

今後の小規模の事業者が、継続して事業を継続できなくなった。課題があります

ので、最終的に企業のところにこれは載せさせていただきました。かといって新

たな工業用地の確保をやらないというわけではなくて、以前全員協議会でもご説

明したように、やり方と非常にセミオーダーとか。いろんなやり方があったり、

債務負担というリスクがあったりしていますので、あわせて、直接市がやるんで

はなくて民間でやっていただくということも検討にしていきますので、それはそ

れで継続してまた進めていきますけども、今回非常にクローズアップしていった
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ような事業継承をしていきたいということで重点であげさせていただきました。

以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 よろしいでしょうか。はい。16 番横山委員。 

○16 番横山隆一委員 

 16 番ですが。なかなか厳しい質問になるかもしれませんが茶業振興計画につい

てですがこれまでもね、茶業の事情というのは皆さんもおわかりだし、執行部も

当然わかっているわけですが、やはり振興計画はですねやっぱり実効性のあるも

のにしていかなきゃいけない。なかなかそれが結果に結びつかない。ついていけ

ないというのが実態だと思う。その原因は何かっていうと、やはり社会的な情勢

だったりとかいろいろ要因があったと思うんですが。私は策定委員会とか検討委

員会この変更っていうのは変更ってあるかないかはともかく、それを今まで良い

か悪いかっていうことを言ってるんではなくって、大胆な発想であるとかですね、

新しい取り組みとか、そういったものを手がけていかなければなかなか現状って

いうのは変えていくことができないっていう感じてるんですよ。振興委員会委員

会の中では茶商であったり、あるいは生産者だったり経営者であり、有識者とか

構成されているわけですけれども、やはりそこのね、考え方というんですかね。

やっぱり実効性のあるものにしていくっていう取り組みが必要だということはそ

の辺の見直しからしなきゃいけないと思うんですが。まず諮問したということで

すが、これまで通りものかどうか。やはりこの辺をちゃんとやらんとですね申し

訳ないですが言葉としてよくないかもしれませんが変哲もない計画になってしま

う可能性が高い。私は懸念しているんですがね。委員会、審議委員会であるとか

あるいは検討委員会こういったものの見直しするものをすべきだと思いますが。

その変どうですが。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。建設経済部長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。おっしゃる通りお茶に関わらず農業自体が特にお

茶は菊川市の歴史的な基幹作物である。しかしやはり、簡単に言うと儲からない

経営として成り立たない。市長も昨年就任以来、生産者との意見交換会にも今
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２回ほど出ていただいております。大胆な茶業振興計画の見直しこれはある意味

必要だと思いますけども。やはりまず生産者の年代を超えた田畑の現状と課題、

それから今後どういう経営にしていきたいかとかそういうことをやはり聞き取り

をしていく必要が十分あるだろうということで先ほど申しましたように、茶業審

議会には諮問投資しますけれども、この下部組織としまして検討委員会その下に

生産専門部会と流通専門部会で多文化消費専門部会という三つを立ち上げてこれ

それぞれ本当に生産している方々。さらには若者の生産者の会もありますので、

そういうところも意見を聞きながら当然新たな発想も出てくると思いますので。

取り入れるものは次の振興計画に取り入れていかなきゃいけないと思っています。

ただ、行政側だけでこういうことをやっていこうとかってなかなかできるもので

はありませんし、振興計画を作って翌年の成果が出るかというところもまた非常

に難しい問題だと思いますので。ある意味時間もかかるかもしれませんけれども

やはり菊川としての他との差別化とか、今一般的によく言われているのが東京に

行っても掛川のお茶はあるけど菊川のお茶はないないとか。そういうことも含め

てですけれども、皆さんの意見を聞きながら、つくっていきたいというふうに考

えて、目玉なものができるかどうかちょっと今ご説明できませんけれども、皆さ

んの声を聞きながら、行政として何ができるかというのがあればまた次年度の予

算にも反映していくというふうに考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 よろしいでしょうか。他にありますでしょうか。はい。17 番。 

○17 番松本正幸委員 

 17 番です。9 番にね住宅建築等の耐震化の促進というのがあるんですけれども、

ずっとこれは長い間の制度でありまして、当然、防災上進めなくてはできないこ

とだと思う。今回の補正においても、かなり執行率が悪いんですよね。いわゆる

ブロック塀の関係。それともう一つは、耐震の関係ですよね。そういったものの

事業上のいわゆる課題。何かあるんですかね。そういったことで、本来の取り組

み内容を少し入れた方がいいなのかどうなのか。そこら辺の関係が出てくると思

われるんですけどね。常に同じような執行率で行った場合については、ある程度

事業を抑えるとか工夫が必要だと思う。どうですか。 

○13 番倉部光世委員長 
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 はい建設経済部委員長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。我々としても、ようは、TOUKAI-0 事業。これは静

岡県特有で今進めていますので、今後の災害考えたときには、一軒でも多く耐震

化していただいて、身を守っていただきたい。まず、幹線道路、要は、緊急輸送

路とか。この路線につきましては、県が調査をして、ピンポイントに 3 件。もう

ピックアップさせていただいて今交渉進めております。交渉というか耐震をして

いただけないかというお話。来年当初予算には、その中で一軒の方は計画をして

進めてくれるということも盛り込まさせていただきました。もう 2 軒につきまし

ては、高齢の方々で、よそにいるお子さんと話を今しておりますのでもしかした

ら解体という方向で除去で終わる可能性もあるんですけれども。最終的に耐震診

断はしてくれるんですけど、計画以降は自分のお金が当然出てきます。負担金が

出てきまして一番の課題はもう毎年変わらないんですけども今後そこまでお金か

けて高齢者で、今かける予定はもうないというのが現実の話として、じゃあそこ

をどうするかというのは、やはりそう言っても、身は守っていただきたいので状

況によって今いったようなご家族の方と相談していただくとか。解決方法をちょ

っと考えてかなくてはいけないのかな。ただ予算をあまり抑えていくと、必要な

ものはやっぱＰＲしながらやっていきますのでダイレクトメール、それから状況

によっては過去に診断をした方には戸別訪問も含めて、進めていきたいという考

えでこれ毎年やってるので変わらないんですけども、同じようなことを進めて行

く必要があるということで、考えています。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 その他ございますか。はい。9 番。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。数点ありますので一つずついきたいと思います。一番ですけど

も。これ、本当にもう大問題だと思うんですね。現状と課題の中にですね、農業

経営者を確保するためと、そしてその次が、経営を継承した後継者がその経営を

発展させることが求められていると。それが現状と課題で二つあると私はこの部

分で解釈するんですけれども。取り組むと内容の中にですね。じゃあ農業経営者

を確保するためにどういうことをやろうとしているのかが読み取れないというこ
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ととですね、それで後継者がですね経営を発展させるために、支援に取り組みま

すということは書いてありますけど、具体的には一切わからないんですけど、こ

の辺のところをもうちょっと詳しく説明してくれますか。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。建設経済部長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。まず経営としてはやはり家族経営の方が農業を継

承しようとしたときに、お子さんが継続的にある程度やっぱ投資というか、例え

ば機械を買いたいとか。倉庫を建てたいとかいろんな状況があるけど、そこにや

っぱお金がかかってくる。今回新設していくのは国と市で 2 分の 1 ずつ出して最

大 100 万円まで出すという事業継承したときに必要な経費を見ようと、そんなも

のを今回やりますので、また分科会等でご質問していただいても結構です。来年

度 2 件分をお話をする中で、今要望がありますので 2 件分の予算を来年は上げさ

せていただいております。一件の方は、ちょっと今数字持ってないんですけども、

最大 100 万円でもう一人の方は 40 何万だか事業継承するに当たって、こういう支

援してほしいということで、この補助金を使えるということで。ただ、将来的に

発展に向けてどういう計画を持っているかという審査ももちろんありますので、

そこがある意味、将来、自分が継承してこう発展していきたいという計画をいた

だいて、国も認めていただければそれを出すと。確保という意味では、なかなか

通常でいうと、農業生産法人の方に就職する方も当然いるだろうし。そっから独

り立ちする方もすでにいますけれども、やはりここで言っているのは農業経営と

いう意味では、家族の中で継承もしくは全然違う方が別の畑をやっていきたいと

か継承ももちらんあると思いますので。そこはうちがマッチングできるものはし

ていくということはありますけれども、基本的には申し出をいただいて審査して

継承の支援をしていきたいというふうに考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。細かい事業内容ぜひ分科会の方でお願いしたいと思います。 

○9 番織部光男委員 

 2 番の荒廃農地の解消ももう大問題だと思うんですね。現状の分析というのが

ですね、どこもこのあまり詳しく書かなくてもいいという判断なのか。現状の問
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題がですねはっきりと出ていないような気がしますね。この辺のところ、荒廃農

地がふえてずっと来ているんだというような数値とかエビデンスが欲しいと思う

んですけどね。やはりそのための取り組み内容を書くべきじゃないかと私は思う

んですけど違いますか。 

○13 番倉部光世委員長 

 すいません。運営方針ですので、そういう具体的なものはこちらには全て載っ

ているわけではないかと。大まかな方針ですので、それ一つずつやっていくと終

わらないですので。はい。９番。 

○9 番織部光男委員 

 5 番の商工業の支援と推移ということですけども、事業継承を促進するという

これはもう社会問題にもなっております。これの取り組み内容の必要性について

周知しますということだけしか書いてないんですがこういったことをここにある

程度書くべきではないでしょうか支援とはどうするのかということ。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。建設経済部委員長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。これも委員会等でご質問して結構ですけども、新

聞見た方もいるかもしれないんですけども。先ほど言った推進会議の方から市長

あてに意見書というのを今回出されました。そこには大きく 4 項目ありますので、

最終的にはさっきもちょっと申しましたけれども、相談窓口を準備していきたい

というのが市長の施政方針謳っておりますけれども、方針としてはここに細かく

は書いてありませんけども、またそういうことを見ていただけるのは、委員会で

もご説明しますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。９番。 

○9 番織部光男委員 

 最後にします。8 番の良好な住環境の整備というところですね。現状と課題の

中に空き家問題が入っておりません。良好な住環境の中で空き家問題は必要ない

という判断ですか。 

○13 番倉部光世委員長 
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 空家は都市計画課の方ですけれども。はい。建設経済部長。 

○橋爪建設経済部長 

 建設経済部長でございます。8 番、冒頭申しましたように、申し訳ないうちの

５課ありまして重点を絞って各課２個上げている中で８番建設課の部分です。空

家は都市計画課でやらないということではなくって、今回、政策提言を委員会か

らいただいておりますので、これをもって、先日の空家の検討委員会を開催しま

した。これは庁内の検討委員会。活用も含めてですけれども、空家に対しては

我々も課題意識を持って今すでに相談窓口それから、提言の中にも相談窓口が見

えないんではないかというような提言もいただきましたので、そういうところも

少し相談できる体制を周知していきたいというふうに考えております。決してや

らないんではなくって、それはここに載せてないですけどもやっていきたいとい

うふうに考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 お時間も過ぎていますので、以上で終わりたいと思います。ありがとうござい

ました。次に教育文化部をお願いします。教育文化部の予算の説明をお願いした

いと思います。岡本教育文化部長説明をお願いいたします。はい。教育文化部長。 

○岡本教育文化部長 

 はい。教育文化部です。よろしくお願いいたします。資料につきましては 18

ページをご覧ください。初めに、基本方針についてでございます。学校教育、社

会教育、図書館と大きく三つに分けまして記載をさせていただきました。一つ目

の学校教育では、確かな学力と思いやりに満ちた学校作りを目指しまして、知・

徳・体のバランスのとれた児童生徒の育成に努めてまいります。また、学校施設

設備の適正な管理によりまして、教育施設環境の維持に努めてまいります。学校

給食センターでは、安全でおいしい給食の提供に努めてまいります。二つ目の社

会教育では、市民一人一人が心豊かで充実した人生を送ることができる社会の実

現を目指しまして、市民の生涯学習活動への支援や文化会館アエルを活用した芸

術文化に触れる機会の創出、文化芸術団体への支援、文化財の保護継承に努めて

まいります。また、青少年健全育成活動により、次世代を担う子どもたちの成長

を支援いたします。またスポーツ活動への支援によりまして、スポーツが盛んな

まち作りを目指してまいります。三つ目の図書館では、利用者に適用した多様な
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サービスを提供してまいります。生涯学習活動の拠点として、教養と知識を高め、

余暇を充実させる読書環境を整備いたします。また、子供たちが読書に関心を持

つことができるよう、本の魅力、楽しさを知る機会を創出してまいります。次に

重点的に取り組む施策事業でございます。教育文化部では学校教育課、教育総務

課、社会教育課、図書館の 4 課。それから９係におきまして、以下の 9 つの事業

に取り組んでまいります。一番目は、小中一貫教育、学びの庭構想の推進です。

学校教育課の事業になります。令和 3 年度から、岳洋学舎に続きまして、菊西学

舎、菊東学舎において学舎運営協議会が組織されまして、本格的に市内３つの学

舎全てにおきまして、小中一貫教育の取り組みが開始されております。地域の理

解を一層進めること。小中一貫教育コミュニティスクールのあるべき姿などを検

討する必要が生じております。このことから、菊川市小中一貫教育のあり方検討

会を立ち上げ、9 年間を通した一体的な学びと地域連携やコミュニティースクー

ル、学校施設のあり方について協議を行ってまいります。二つ目は、一人一人を

大切に、子どもが主体的に学ぶ学校作り学校教育課の事業です。ＩＣＴ機器を活

用しながら、菊川 21 世紀型事業の実践により、事業改善が進んできております。

1 人 1 台端末を活用し、一人一人がより主体的に学ぶことができるよう、努めて

まいります。また、外国人児童生徒や学習障害を抱える子どもたちも含め、個別

最適化を目指した授業作りが必要になっております。このようなことから、確か

な学力の定着を目指し、主体的な学びを実現する授業改善を推進し、多様性に応

じた指導、支援を行ってまいります。3 番目は、学校施設の維持管理および整備。

教育総務課の事業でございます。学校施設は建築から 50 年以上経過した施設が多

く、老朽化による補修が増えている状況です。令和 3 年度の今年度ですが、小笠

南小学校令和 2 年度の加茂小学校とこれまで耐震性のやや不足する建物の耐震補

強工事を優先的に実施してきております。またこれに合わせて大規模改造工事と

して、トイレの改修、屋上防水、外壁塗装など、長寿命化に向けた取り組みも実

施しております。令和 4 年度におきましても、耐震性能がやや不足し、経年劣化

が見られます小笠東小学校の耐震補強、大規模改造工事を実施し、子供たちが安

心して教育が受けられるような教育環境の確保に努めてまいります。4 番目は安

心安全でおいしい給食の提供。教育総務課給食センターの事業です。学校給食で

は新鮮で旬な地場産品を使用し、安全でおいしい給食の提供に努める必要があり、
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このため地産地消会議を開催し、農作物の作付け状況などを把握しながら献立を

検討しております。また、調理業務の委託業者とも連携する中でおいしい給食の

提携や衛生管理に努めております。令和 4 年度も地場産の食材を豊富に活用した

献立により、安全でおいしい給食の提供に努めてまいります。このために、地場

産品の使用率もさらに向上させる計画です。5 番目は学習体験活動の推進、社会

教育課の事業です。生涯学習、まち作りを推進するため、各種講座の実施に努め

ておりますが、新型コロナウィルス感染症対策に対応した新しい生活様式を踏ま

えた上で、学習機会を提供する必要があります。また、活動の拠点となる中央公

民館や文化会館アエルの施設につきましても、計画的な改修整備が必要でありま

す。令和 4 年度は、新しい生活様式を踏まえた各種講座を実施し、市民が心豊か

で充実した人生を送ることができるよう努めてまいります。また文化会館アエル

では指定管理者であるＳＢＳプロモーションと連携した運営を行いまして、計画

的な施設の改修を行ってまいります。主な工事としましては、大小ホールの音響

設備改修を実施いたします。6 番目は、文化財の保存、周知活用。社会教育課の

事業です。文化財の保存継承に取り組むとともに、周知活用にも努めております

が、文化財や歴史に対する意識をさらに高め、情報発信や顕彰事業歴史を学ぶ機

会に取り組む必要がございます。このためさらなる情報発信歴史文化遺産を活用

した各種事業。文化財の復旧、検証に努めてまいります。その中では、文化財を

保護継承し、積極的な公開や活用を図るために、歴史検定事業を計画しておりま

す。令和 4 年度は、この事業を行うための教本作成に着手してまいります。7 番

目は、生涯スポーツの推進と施設の整備管理。社会教育課の事業です。スポーツ

を通して市民が健康で生きがいを持って生活できるまちを目指し、スポーツ教室

や大会の開催により、スポーツの普及に努めております。また、スポーツ施設の

計画的な改修整備を進める必要がございます。このため、スポーツ推進委員や体

育協会と連携し、スポーツ教室や大会を開催することで生涯スポーツの普及に努

めてまいります。体育施設では課題となっております水銀燈の生産中止に対応す

るため、照明のＬＥＤ化を進めてまいります。令和 4 年度は小笠北小学校および

内田小学校のナイター照明について、ＬＥＤ化を実施する予定です。また、現在

のスポーツ振興基本計画が令和４年度に最終年を迎えることから、令和 5 年度か

らの第 2 次スポーツ振興基本計画の策定を行います。8 番目は図書館デジタル
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サービスの向上。図書館の事業です。利用者の利便性を高めるため、電子資料の

提供が望まれています。また、所蔵資料のデジタル化や電子書籍の導入について

も検討する必要がございます。このことから、ふじのくにアーカイブそれから菊

川アーカイブにて公表しております、デジタル資料の歴史的資料の目録作成など

このようなことを行うことで拡充をしてまいります。また、コロナ禍の中で、近

隣市においても、少しずつ導入が進んでおります。電子書籍についても、図書館

協議会で協議を行ってまいります。最後に、9 番目、子ども読書活動の推進。図

書館の事業です。平成 30 年 3 月に策定した第三次子ども読書活動推進計画が令和

4 年をもって期間満了になることから、新たな計画を策定する必要がございます。

また、さらなる読書環境の整備と充実を図る必要があります。このことから第三

次計画の成果を分析するとともに、アンケート結果などを参照しまして、令和 5

年度から 5 年間の計画となります。第四次子ども読書活動推進計画を策定し、読

書の楽しさ、大切さを伝え、子どもたちの成長を支えてまいります。先ほどの中

にもございましたが、次年度策定する計画でございます。資料の方は八分の七

ページ社会教育課におきまして、第二次スポーツ振興基本計画の削減を行ってま

いります。策定委員会でありますとかスポーツ推進審議会そちらの方で協議を行

いまして、策定の予定です。また議会の方には全員協議会の中で説明をしていき

たいというふうに思っております。もう一つは八分の八ページ。図書館におきま

して、第四次子ども読書活動推進計画の策定でございます。こちらにつきまして

も、子ども読書活動推進協議会でありますとか、図書館協議会において、審議を

行い、策定を行ってまいります。こちらにつきましてもまた議会の方にご説明を

差し上げたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。以上、

教育文化部の説明です。よろしくお願いいたします。 

○13 番倉部光世委員長 

 説明が終わりました。質疑のある方お願いします。はい。７番。 

○7 番小林博文委員 

 7 番小林です。一番目の、学びの庭構想の推進の件で私の先の一般質問でもこ

の件で質問したときにこの取組内容になります。あり方検討会を立ち上げるって

いうことをお伺いしまして、このときにも申し上げましたがこの一貫教育につい

てはですね省庁のこれからをどうするかということで施設、それから、地域、こ
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の辺がですね大変重要に絡み合ってくると思ってますんで、この検討会のですね

委員についてはその辺の施設ということは、公共施設の管理の計画の方も関わっ

てくるかと思います。住民の方の地域の再編というのはもしかして出てくるかも

しれません。そういうところも絡んでくるので。参加が見込まれているのかって

いうことと。この検討会について最終的にいつ結論を出すのかということをお伺

いいたします。 

○13 番倉部光世委員長 

 答弁を求めます。はい。教育文化部長。 

○岡本教育文化部長 

 菊川市小中一貫教育あり方検討会につきましては次年度から行ってまいります。

メンバーの中には約 20 名程度が予定されているとは思いますが。学校の大学の教

授のような方、それから地元の方々、それからＰＴＡといいますか、保護者の

方々、そういったものが計画して進めてまいります。その中ではこちらに書いて

ございますけれども、コミュニティスクール化の検討でありますとか、いかに地

域と連携して進めるかとそういったところ。あともう一つは、学校施設のあり方、

こちらにつきましては、今少し学区のねじれといいますか、そういったものがあ

りますので、そういったものを検討してまいります。あり方検討会を行いまして、

学校の学区につきましては、もっと掘り下げないといけないもんですから。学校

のあり方検討会といいますか、そこは決まってませんが、そういった別物の組織

を立ち上げまして、学区につきましては非常に重要な点だというふうに思ってま

すので。また別の機会に検討していきたいと思っております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいですか。はい７番。 

○7 番小林博文委員 

 あり方検討会の結論が出るのがいつ。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい教育文化部長。 

○岡本教育文化部長 

 今の予定では 1 年をかけて検討していく予定でございます。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 
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 はい。その他あります。はい。一番東委員。 

○1 番東和子委員 

 一番東です。今小中一貫教育学びの庭構想の話が出ましたけれども、それに関

連して、牧之原小学校ありますよね。あれは組合立ですけども、それはどういう

ふうに形になるのかちょっと教えてください。 

○13 番倉部光世委員長 

 すいません。ここではちょっとその件はまた別の機会にしていただきたいと思

います。その他ございます。はい。９番、２番。 

○2 番須藤有紀委員 

 すいません。お先に失礼します。2 番須藤です。昨年度のものと比較して 7 番

生涯スポーツの推進と施設の整備管理っていうところで気になったのでお伺いを

したいんですけれども。内容がちょっとほとんど一緒でスポーツ振興基本計画と

施設の管理が新しく加わってるんですけれども。取り組み内容や現状課題のとこ

ろにコロナ禍を受けて同スポーツに取り組んでいくのかっていうところに入って

いないようにお見受けしましたので、昨年度の反省を受けて取り組み内容をどの

ように組み立てられたのかお伺いしたいなと。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。教育文化部長。 

○岡本教育文化部長 

 はい。教育文化部です。細かく事業がどうっていうことはあまりございません

けれども、やはり今年はスポーツの教室ですとか大会がほとんど中止になってし

まっていますので、どのような教室等を開催するか。また大会の開催のやり方と

いいますか、どういうふうに回数分けてやるとか、会場を分けてやるとか、そう

いったところも研究してまいりたいというふうに思っていますが、特に来年の事

業でこれっていうところは今ございませんけれどもそういった検討を今進めてい

るところです。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。よろしいですか。その他ありますか。はい９番。 

○9 番織部光男委員 

 文化財の件ですけども、現状と課題の中でですね。私は菊川市にどきどき含め
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ていろんなところに文化財な保存されています。私は、やはりこういったことが

一つの問題であり課題ではないかと思うんですね。ですから、取り組み内容とい

うことは推進を図りますということですけども、対策問題提起の中にね、やはり

1 ヶ所にまとめるというような発想がないんでしょう。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい教育文化部長。 

○岡本教育文化部長 

 教育文化部長です。まとめるっていうのはどういったことを申し訳ありません。

少し質問の意図が。 

○9 番織部光男委員 

 委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。9 番。 

○9 番織部光男委員 

 簡単に言えば資料館みたいなものをつくるという意味ですね。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい教育文化部長。 

○岡本教育文化部長 

 はい。なかなか菊川市でですねこの博物館的なものはできないといいますか、

大変なことだなというふうに思いますので、やはり先ほど書いてありますが、デ

ジタル化といいますか、アーカイブといいますか、今、書籍の方のデジタルの

アーカイブ化を進めておりますけれども、今後遺跡といいますか、発掘調査した

もの。そういったところもデジタル化を進めていくというような方向ではないか

なというふうに考えております。以上です。 

○13 番倉部光世委員長 

 ご意見は今日は控えていただきたい。 

○9 番織部光男委員 

 9 番織部です。7 番のところの生涯スポーツに移りますけれども、やはり介護課

等、この辺のところはちょっとね、重複するところがあると思うんですよね。今

オリンピックやられてますけども、やはりいろんなスポーツを市によって施設を
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作ってるというなことがあります。やっぱスポーツ人口を増やすという意味では

そういうことも考えていくのがいいんじゃないかと思うんだけど意見はどうです

か。 

○13 番倉部光世委員長 

 ご意見は今日は控えてください。いやここに書いてあることの内容についてで

すので、そういうご意見はまた委員会等でお願いしたいかと思います。はい。以

上で終わりたいと思いますが、よろしいですか。はい。ありがとうございました。

大分時間をおしておりますがこのまま続けさせていただきます。あと消防本部と

議会事務局になります。はい。それではお願いしたいと思います。消防本部の予

算説明お願いします。野中消防長説明をお願いします。はい。野中消防長 

○野中消防長 

 消防長でございます。それでは令和 4 年度の消防本部の運営方針についてご説

明いたします。ＰＤＦ21 ページからが消防本部の運営方針案案になりますのでご

覧ください。基本方針でございますが消防本部では二つの基本方針を掲げており

ます。まず一つ目は、各災害に備えて消防力を高めるとともに応急手当の普及啓

発や防火防災意識の高揚を図り、災害から市民を守ります。二つ目は、地域防災

の担い手であります。消防団活動環境整備、および消防団員確保に努め、地域防

災力の強化を図ります。以上この二つの基本方針をもとに重点的に取り組む施策

事業としまして、五つの現状や課題、今後の取り組みにつきまして順次ご説明い

たします。まず初めに消防署の応急手当の普及啓発についてでございます。応急

手当に関する知識や技術を学ぶ講習会として、年間を通じて随時普通救命講習会

を開催しております。また、事業所にＡＥＤの設置されているなど応急手当に関

して、積極的な取り組みを行っている事業所を応急手当協力事業所として認定証

交付など応急手当の普及啓発を進めております。今後もいざというときのために、

一人でも多くの市民の皆様に応急手当法を習得いただけるようその効果の必要

性・重要性幅広く市民の皆様に呼びかけていく必要があります。今後の取り組み

としましては、応急手当ての必要性・重要性、普通救命講習会の開催案内などに

ついてＮＳや街頭などで広く事業者市民に広報しまして、応急手当協力事業所を

増やしていくとともに、現在のコロナ禍において、普通救命講習会の開催時には

小グループに分担しての講習会など感染対策の徹底や、Ｗｅｂによる E ラーニン
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グの講習会も取り入れまして、応急手当習得者増加を目指します。次に、同じく

消防署の災害対応力の強化についてでございます。複雑多様化する火災救急救助

などの災害や発生が危惧されております南海トラフ地震等の大地震。局地的集中

豪雨などの自然災害に対しまして、被害を最小限に抑えるための消防力強化が求

められている中で、救急等の災害現場では、新型コロナウイルス感染症などの観

点から、対応守ることも必要です。そのためには高度な活動技術や災害対応力を

持った職員の育成。また、災害現場において、現場で使用する消防資機材の維持

管理とともに、様々な災害を想定した実践的な訓練や他機関との合同訓練。コロ

ナ禍に感染対策も取り入れて体制強化を図っていかなければなりません。今後の

取り組みとしましては、消防力を高めるためには、装備の充実ももちろんでござ

いますけれども、実災害を想定した訓練も必要不可欠でございます。このことか

ら、火災や救急救助における様々な災害への対応訓練や、大地震、大雨また昨年

度熱海市で発生しております土砂災害など自然災害を想定した訓練を行う中に新

型コロナウイルス感染症が発生している現場を想定した訓練も取り入れまして、

災害対応の対応力の維持向上を図ります。また、大規模な災害や特殊災害などに

的確に対応するために、消防団を初め近隣消防本部や警察、県の消防防災ヘリコ

プタードクターヘリなどとの関係機関と合同訓練を重ね、連携強化を図ります。

またここには記載してございませんけれども、新型コロナウイルス感染症の拡大

の影響で今年度から令和４年度に延期になりました全国緊急消防援助隊の訓練が

11 月に二日間かけて、静岡県で行われます。メイン会場は静岡空港に隣接した県

有地としまして、全国の消防本部から緊急消防援助隊が静岡県に集結して行われ

ますが、この訓練にも参加して、知識や技術能力の向上とともに、連携を深めて

まいります。続きまして予防から火災予防の推進についてです。広報活動によっ

て市民の防火に対する意識の高揚や事業所等への立ち入り査察を行い事業所の防

火や保安体制の強化に取り組んでおります。そのほとんどが人災と言われます火

災を未然に防ぐことや、被害を軽減するためには、住宅防火をはじめとした火災

予防広報を効果的に行うことや、事業所における防火や保安管理指導を継続して

いく必要があります。取り組みとしましては、各家庭に設置が義務づけられてお

ります、住宅用火災警報器の設置や維持管理について啓発していくとともに、幼

年消防クラブや消防団と連携して、街頭や駅前などでの火災予防広報。また新型
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コロナウイルス感染症拡大のために今年度は中止した消防イベントを小学生や幼

保園児を対象に開催するなど、効果的な広報を展開してまいります。工場や倉庫

などの事業所へは立ち入り査察や防火に関する講習会であります。防火管理講習

会を開催しまして防火指導、保安管理指導、および菊川市危険物安全協会の協力

を得て危険物施設での防災訓練を行い、火災の未然防止、被害の軽減に努めてま

いります。続きまして警防課の消防力の基盤強化についてでございます。老朽化

した緊急車両や資機材等計画的に更新整備することで、消防力の基盤強化を図り、

災害に対して迅速に対応できる体制を確保しております。発生する火災救急救助

の多様化や大規模化する自然災害等への活動体制の維持や強化を図るため、今後

も、消防車救急車等の緊急車両や資機材を計画的にまた適格に更新整備していか

なければなりませんので、取り組みとしましては、来年度に更新整備を計画して

いる主なものとしましては、まず、10 年を経過し、老朽化した高規格救急車とこ

れに積載する救急資機材を更新します。また、火災時に必要な消防水利としまし

て、耐震性貯水槽を菅野地内と。西富田地内にそれぞれ設置するともに災害用資

機材などの整備も含め消防力の基盤強化を図り、各災害時に迅速的確な対応がで

きる体制を確保します。最後に消防総務課の消防団の活動環境整備についてでご

ざいます。地域防災力の要となります消防団の活動しやすい体制作りとしまして、

消防団協力事業所および消防団応援の店の加盟を推進しております。また、企業

や連合自治会、地区自治会などの地域に対しまして、消防団活動への理解や協力

をお願いするなど、大臣確保のための取り組みを行っております。全国的にもま

た菊川市においても、消防団員が減少傾向にある中で、地域防災力の強化にはそ

の中核となる団員を確保することが大変重要でございます。消防団員が活動しや

すい体制作り、消防団員の確保のために今後も、消防団本部や消防団活性化検討

委員会において協議や検討するとともに、引き続き企業や自治会、地区自治会な

どに対しまして理解や協力を求めて団員確保に繋げていく必要がございます。ま

たコロナ禍において、消防団員が安全確実に活動することが必要であり、重要な

ことから、災害活動時の安全対策を図る必要もあります。取り組みとしましては、

消防団員の活動支援としまして、サラリーマン団員が活動しやすい環境をつくる

ために、消防団協力事業所の認定の推進や、消防団員への優遇措置としまして、

団員や家族などにサービスを提供していただける消防団応援の店の加盟店増加を
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図ってまいります。また、企業や全地区自治会に出向きまして、消防団の必要性

や、分団ごとにおける現状などについて十分な説明を行う中で、消防団の現状に

理解を深めていただき、また協力を求めまして、消防団と地域との協力体制を構

築してまいります。それぞれの取り組みがすぐに結果として現れるものではござ

いませんけれども、着実に継続していくことが、消防団が地域に根付き、また団

員確保にも繋がるものと考えております。また、全分団の蔵置所にセンサー付き

の防犯灯を設置するなど、消防団蔵置所を適切に維持管理するとともに、コロナ

禍における消防団活動時に感染から団員を守るための感染対策としまして、感染

防止着の上下、マスク、ゴーグル、消毒液などの整備を進め、消防団員の安全を

確保します。消防団の活動環境につきましては、消防団本部や消防団活性化検討

委員会におきまして、協議や検討を継続していく中で、今年度全団員に対しまし

て実施したアンケート調査の結果も踏まえた協議や検討も行い、消防団員が活動

しやすい体制や環境づくりも取り組んでまいります。以上が消防本部の運営方針

でございます。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。以上で説明が終わりました。質疑のある方お願いします。はい。質疑が

ないということで、以上で終了したいと思います。どうもありがとうございまし

た。最後に議会事務局にお願いしたいと思います。はい。それでは議会事務局の

予算の説明をお願いいたします。赤堀議会事務局長説明をお願いいたします。 

○赤堀議会事務局長 

 はい。委員長。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。議会事務局長。 

○赤堀議会事務局長 

 はい。議会事務局です。運営方針を説明させていただきます。よろしくお願い

します。23 ページ、最終ページでありますが、ご覧いただきたいと思います。基

本方針でございますが、市議会議員の皆様の活動が円滑かつ適正に行われるため

のサポート。それから効率的で開かれた議会運営のサポートということで 2 点を

方針としております。重点的に取り組む事業につきましては、開かれた議会運営

と議員調査活動の支援、の 2 点となっております。まず、開かれた議会運営です
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が、公平性および透明性を確保し、市民に開かれた議会運営に資するため、本会

議の映像配信に取り組むとともに、会議録検索システムの公開に取り組んでおり

ます。しかしながら、昭和 58 年に導入して、平成 16 年に改修を行いました。本

会議場の映像および音響システム、それから、平成 16 年に導入しました。協議会

室の音響システムにつきましては、それぞれの機器の製造から相当年が経過して、

すでに修理部品ですとか代替品の多くのものが製造を終了しております。特にそ

れぞれの部屋のマイクが複数不具合が生じているということから、明瞭な音声が

録音されないことによって、会議録の作成に影響が出るということが懸念されて

おります。このため令和 4 年度には本会議場の音響映像システム、協議会室の音

響システムの更新を予定をしております。二つ目の議員調査活動の支援ですが、

社会情勢および、住民ニーズが多様化しており各議員のさらなる知識の向上、社

会情勢や政策施策の正確な実態把握が必要とされております。このため、常任委

員会等のテーマに基づく調査。研究の支援、それから、速やかな政務活動費の支

給を行うということとしております。以上、説明とさせていただきます。 

○13 番倉部光世委員長 

 はい。説明が終わりました。質疑のある委員はお願いいたします。よろしいで

すか。はい。では質疑なしということで終了させていただきたいと思います。皆

様から何かございますか。はい。ないようですので、以上で閉会といたします。

赤堀副委員長ご挨拶お願いします。 

○11 番赤堀博副委員長 

 はいどうもお疲れ様でした 9 時から総務部をはじめただいまの議会事務局 10 部

の令和 4 年度の運営方針をお聞きしました。また 3 月には 3 日間分科会でのご審

議がありますので、よろしくお願いします。お疲れ様でした。 

○議会事務局天野篤史 

 互礼をもって終了しますので皆さんご起立ください。相互に礼。お疲れ様でし

た。 

 

閉会 １２時１５分 


